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■漢字表示対応バックライト 
付き多機能電話機 
ＬＤ６００電話機］ 
ホワイト ブラック） 

［ 
（ /

■Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈカールコードレス 
機能電話機 
ＣＬ６２０電話機］（ホワイト） 
多 
［ 

■Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈコードレスホン 
ＷＳ６００電話機］ 
ホワイト ブラック） 

［ 
（ /

■デジタルコードレスホン 
ＤＣ２３０電話機］ 
シルバー） 

［ 
（ 

■漢字表示対応多機能電話機 
［ＴＤ６１０電話機］ 
ホワイト ブラック） （ /

■ＩＳＤＮ対応多機能電話機 
ＩＰＦ５００電話機］（ホワイト） ［ 

■漢字表示対応多機能電話機 
［ＴＤ６２０電話機］ 
ホワイト ブラック） （ /

1 2 3 4

5 6 7 8

電 話 帳 

ス ピ ー カ 
保 留 

フラッシュ 

発歴 
前頁 着歴 

次頁 

切 

通 話 

メ ニ ュ ー 短 縮 

再 送 /決 定 
再 送 /決 定 

機 能 /ク リ ア 

機 能 /ク リ ア 
文 字 /Ｐ 
文 字 /Ｐ 

■ 漢 字 表 示 対 応 バ ッ ク ラ イ ト 
き 多 機 能 電 話 機 

[SS610/SS620
( ワ イ ト ） 

付 
話 機 電 ]

ホ 

電話機ラインナップ
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外線収容数 

接 
続 
数 

ＴＤ６２０電話機／SS６２０ 

ＴＤ６２０電話機 

ＴＤ６１０電話機／SS６２０ 

ＴＤ６１０電話機 

ＬＤ６００電話機 

ＬＤ６００電話機 

ＡＰＦ６１０／ＩＰＦ６１０電話機 

ＡＰＦ６１０／ＩＰＦ６１０電話機 

ＣＬ６２０電話機 

ＣＬ６１０電話機 

ＷＳ６００電話機 

ＷＳ５１０電話機 

子機 

子機 

子機 

親機＋子機 

親機 

接続装置 

ＤＣ２３０電話機 

ＤＣ２３０電話機 

単独電話機 ＦＡＸ接続 /

ドアホン接続 

配線方式 

主装置消費電力 

使用電源 

主装置 

サイズ（㎜） 
×奥行×高さ 
量 

幅 
質 

ＩＰ電話回線 最大２ｃｈ ※ １ 

最大１回線（２Ｂ×１） 

最大２回線 

最大５台 

いずれかを 
択 選 

合わせて 
大５台 最 

最大５台 

最大５台 

最大２台／１台 

最大４台 

最大４台 

最大４台 

最大１台 

最大２台 

２芯スター配線（無極性） 

待機時約３０Ｗ以下、最大時約４０Ｗ以下 

ＡＣ１００Ｖ±１０Ｖ　５０ ６０Ｈｚ /

約２１０×４７×２９７、約１ ４㎏ .

約１８０×２３６×８３、約９２０ｇ 

約１８０×２３６×８３、約９００ｇ 

約１８４×２３９×９０、約９００ｇ 

約１８０×２３６×８３、約１ ０００ｇ ,

約５１×３８×１８５（アンテナ除く）、約１８０ｇ 

約５１×３８×１８５（アンテナ除く）、約１８０ｇ 

約１８０×２３６×８８（アンテナ除く）、約９１０ｇ 

約１０４×４２×１７４、約１４０ｇ 

約４０×１９×１２３（アンテナ除く）、約７４ｇ 

約１２６×４３×１５４（アンテナ除く）、約３０８ｇ 

ＩＳＤＮ回線 

アナログ回線 

※１：ＩＰＦＵ３００ ＩＰＮＴ３００の場合は最大２ｃｈでルータ内蔵となります。 /

　　 

仕様
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初実装 
２ポート対応留守番機能 

コンパクトフラッシュ接続ユニット 

２ポート対応着信・保留メロディ機能 

初実装 
ＳＬＩポート×１ 

無停電電源ＢＺ５０Ｔ 
（オムロン製） 

ドアホンアダプタ 

アンプ・ブザー 
（アンプアダプタとして） 
スピーカから出る音が拡声 
されます。TD・LD・CLシリ 
ーズの電話機に接続します。 

初実装 
内線5台 

ＤＤＯ３００×１ 
ＩＮＳ１回線用 

２ＣＯ３１０×１ 
アナログ 
２回線用 

ＣＦ３００×１ 

据置用品 壁掛用品 

※停電用バッテリは、推奨品の  ＵＰＳ（無停電電源装置）を利用します。 　 

再 送 /決 定 

再 送 /決 定 

機 能 /ク リ ア 

機 能 /ク リ ア 
文 字 /Ｐ 
文 字 /Ｐ 

ＬＤ６００（最大５台） 

ＴＤ６２０（最大５台） 

ＴＤ６１０（最大５台） 
ＩＰＦ６１０（最大１台） 
ＡＰＦ６１０（最大２台） 

※アダプタ１台あたりドアホン１台接続 
（テレビドアホン含む） 　 

ＩＰＦＵ３００×１ 
ＶｏＩＰ２回線用 

ＩＰＮＴ３００×１ 
ＶｏＩＰ２回線用 

4466
MB

CompactFlash

TM

1 2 3 4

5 6 7 8

電 話 帳 

ス ピ ー カ 
保 留 

フラッシュ 

発歴 
前頁 着歴 

次頁 

切 

通 話 

メ ニ ュ ー 短 縮 

ＣＬ６２０（最大４台） 

ＷＳ６００（最大４台） 

ＤＣ２３０（最大４台） 

ＤＡ１００（最大２台） 

最
大
４
チ
ャ
ン
ネ
ル 

最
大
２
チ
ャ
ン
ネ
ル 

最
大
５
台 

SS610（ 最 大 5台 ） 
SS620（ 最 大 5台 ） 

システム構成図
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■主装置・電話機

■主ユニット・周辺パーツ

　 　 　 　 　 

XT300主装置 

LD600電話機 
 

TD610電話機
 

 

TD620電話機
 

 

 
APF／PF電話機

 

 

 
CL620電話機

 

 

 

WS600電話機 

 

 

DC230電話機 

品　　名 備　　　考 

（W） 

（K） 

（W） 

（K） 

（W） 

（K） 

 
（W）

 

 

 
（W） 

 

（W） 

 
（K） 

初実装（内線×5、SLI×1、REC×2、メロディ×2） 

バックライト付き漢字表示チルトディスプレイ 

10ボタン電話機（10外線対応） 

漢字表示チルトディスプレイ18ボタン 

電話機（18外線対応） 

漢字表示チルトディスプレイ30ボタン 

電話機（30外線対応） 

アナログ回線／ISDN用電話機 

漢字表示チルトディスプレイ18ボタン電話機 

Bluetoothカールコードレス電話機 

（8ボタンバックライト付き漢字表示子機、 

漢字表示チルトディスプレイ30ボタン親機、 

電池パックのセット、最大4台） 

Bluetoothカールコードレス電話機 

（8ボタン／子機、親機、充電器、 

電池パックのセット、最大4台） 

漢字表示デジタルコードレス電話機 

（6ボタン／子機、接続装置、充電器、 

電池パックのセット、最大4台） 

品　　名 

アナログ(2)局線ユニット  2C0310 

デジタル(1)局線ユニット  DD0300 
 

ドアホンアダプター  DA100
 

 

VoIPユニット  IPFU300
 

 

VoIPユニット　IPNT300
 

 

CFインタフェースユニット  CF300 

Astral用コンパクトフラッシュ 

（TS64MFLASHCPSAXA  

トランセンド製） 

主装置壁掛用品  WU300 

主装置据置用品  SU300

備　　　考 

アナログ2回線増設（最大1枚） 

デジタル1回線増設、DSU内線、S/T点 

付き（最大1枚） 

DA100へのドアホン接続台数は1台のみ 

DA100はActysに最大2個接続可能 

FUSION  IP-Phone対応ルータ内蔵IP 

電話ユニット　IP電話2ch対応 

OCN. Phone  Office対応ルータ内蔵 

IP電話ユニット  IP電話2ch対応 

コンパクトフラッシュ実装時に必要 

 

主装置パックアップ用（64MB） 

 

Actys専用　壁掛け用 

Actys専用　据え置き用 
 

構成品一覧
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■その他機器

品　　　名 備　　　　考 

端子箱  MJ-８SR-MG 

ラインコード（W） 

ドアホン  DR71 

カラーテレビドアホン  DR６３C 

カラーモニタユニット TM-２３ 

TD５１０防塵カバー 

LD５００防塵カバー 

キャリングケース（CC１０) 

キャリングケース（CC５１０） 

電池パック  BP３６６N-A 

リチウムイオン電池 

電池パック  BP３７１１L-A 

アンプ・ブザー  AMP-BZ-０１ 

壁掛用品  WU-０８ 

端子箱  MJ-４S（M） 

充電器セット  BC５１０ 
 

充電器セット  BC２００
 

 

TD５１０プリンタ用シート
 

 

TD５２０プリンタ用シート
 

 

無停電電源  BZ５０T 

壁掛用品  BUP０８ 

電池バッテリー  BP５０T

８極ローゼット 

８極４芯用ラインコード（白） 

標準タイプドアホン 

カラーテレビドアホン 

カラーモニタ付露出タイプ 

ＴＤ５１０、ＴＤ５２０用カバー、１組３枚入り 

ＬＤ５００用カバー、１組３枚入り 

ＷＳ２５０電話機持ち運び用ケース 

ＷＳ５１０電話機持ち運び用ケース 

ＷＳ電話機用電池パック 

ＤＣ電話機用電池パック 

ＣＬ５００/５１０、ＷＳ５１０子機用電池パック 

外線着信音拡大用 

柱等への壁掛ガタつき防止用 

１個用ローゼット 

ＷＳ５１０電話機用の充電器セット 

ＡＣアダプター（ＴＫ９２０Ｌ）、充電器（ＢＣ５１０） 

ＷＳ２４０電話機用の充電器セット 

ＡＣアダプター（ＴＫ９２０Ｌ）、充電器（ＢＣ１２） 

ＴＤ５１０用オートダイヤル着せ替えシート 

１組１０枚入り 

ＴＤ５２０用オートダイヤル着せ替えシート 

１組１０枚入り 

オムロン製無停電電源装置 

ＢＺ５０Ｔ用壁掛け取付金具 

ＢＺ５０Ｔ用交換バッテリー 

（Ｗ） 

（Ｋ） 

（Ｗ） 

（Ｋ） 

 

構成品一覧
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■システム

■サイズ・質量

最大回線 
収容数 

構成 
項目 

総回線ｃｈ数 

最大内線 
収容数 

総内線数 

ドアホン最大接続数 

外部スピーカ最大接続数 

※１：ＰＳ６０１電話機接続時は、多機能電話機は最大２４台となります。 
※２：ＰＳ６０１電話機とＤＣ２３０電話機は混合収容できません。 
※３：電話機接続数が最大の場合は、以下の構成になります。（ＵＴ７００Ｐｒｏ） 
多機能電話機：２４台 
ＰＳ６０１電話機：１６台 
単独電話機：１０台（初実装２台＋８台） 

アナログ回線 

ＩＮＳネット６４回線 

ＶｏＩＰ回線 

ＳＳ６１０電話機 

ＳＳ６２０電話機 

ＴＤ６１０電話機 

ＴＤ６２０電話機 

ＬＤ５００電話機 

ＩＰＦ６１０電話機 

ＡＰＦ６１０電話機 

ＣＬ６２０電話機 

ＷＳ６００電話機 

ＤＣ２３０電話機 

ＰＳ６０１電話機 

単独電話機 

ＵＴ７００Ｓｔｄ 

４回線 

２回線（４ｃｈ） 

８ｃｈ 

１２ｃｈ 

８台 

８台 

８台 

８台 

８台 

８台 

２台 

４台 

４台 

７台 

７台 

－ 

２台 

ＵＴ７００Ｐｒｏ 

１２回線 

６回線（１２ｃｈ） 

１６ｃｈ 

２８ｃｈ 

５０台 

３２台 

３２台 

３２台 

３２台 

３２台 

６台 

１２台 

８台 

８台 

８台 

１６台 

３台 

２系統 

２２台 

サイズ（ mm） 
幅 
× 
奥行き 
× 
高さ 

質量 

主装置 
ＳＳ６１０電話機 
ＳＳ６２０電話機 
ＴＤ６１０電話機 
ＴＤ６２０電話機 
ＬＤ５００電話機 
ＡＰＦ／ＩＰＦ６１０電話機 
ＡＰＦ／ＩＰＦ６１０電話機 

約１８０×２４１×８３、約９７０g
約１８０×２４１×８３、約１,０００g
約１８０×２３６×８３、約９００g
約１８０×２３６×８３、約９２０g
約１８４×２３９×９０、約９００g
約１８０×２３６×８３、約１,０００g
約１８０×２３６×８３、約１,０００g

約385×141×320，約3.4kg 約540×141×320，約4.7kg

仕様
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システム構成図
■UT700Std

1BR

700× 1

INS1回 線 用 

I, 

2BR
INS2回 線 用 

2CO700× 2
ア ナ ロ グ 
2回 線 用 

4CO700× 1
ア ナ ロ グ 
4回 線 用 

最 
大 
４ 
チ 
ャ 
ン 
ネ 
ル 

IPFU700× 1
VoIP2ま た は 
8回 線 用 

IPNT700× 1
VoIP2ま た は 
8回 線 用 
（ 回 線 時 は 別 途 
PR700 必 要 ） 
8
I が 

（ 回 線 時 は 別 途 
PR700 必 要 ） 
8 I

が 

最 
大 
１ 
２ 
チ 
ャ 
ン 
ネ 
ル 

停 電 用 電 源 
蔵 タ イ プ × 内 2

停 電 用 電 源 
付 け タ イ プ × 外 2

※ 停 電 用 電 源 は 、 
 蔵 、 外 付 け ど 
 ら か の 利 用 に 
 り ま す 。 

　 内 
　 ち 
　 な 

DRPG700× 1

ド ア ホ ン 台 接 続 
テ レ ビ ド ア ホ ン 含 む ） 

3
（ 

電 気 錠 ～ ３ 1

ペ ー ジ ン グ 装 置 ,21

外 部 セ ン サ × 1

合 
計 
３ 
台 

初 実 装 
線 台 内  

ア ン プ ・ ブ ザ ー 
ア ン プ ア ダ プ タ と し て ） （ 
※ ス ピ ー カ か ら 出 る 音 が 
 声 さ れ ま す 。 D LD
 CL SS 電 話 機 に 接 続 
 ま す 。 

　 拡 T ・ ・ 
　 ・ の 
　 し TD620（ 最 大 8台 ） 

TD610（ 最 大 8台 ） 
IPF610（ 最 大 2台 ） 
APF610（ 最 大 4台 ） 

LD500（ 最 大 8台 ） 

CL620（ 最 大 4台 ） 

WS600（ 最 大 7台 ） 

SS610（ 最 大 8台 ） 
SS620（ 最 大 8台 ） 

再 送 /決 定 再 送 /決 定 機 能 /ク リ ア 機 能 /ク リ ア 文 字 /Ｐ 文 字 /Ｐ 

DC230（ 最 大 7台 ） 

最 
大 
８ 
台 

初 実 装 
SLI ー ト × ポ 2

最 
大 
１ 
０ 
台 

初 実 装 
部 保 留 音 源 
た は GM 源 
続 ポ ー ト × 

外 
ま B 音 
接 1

Web設 定 用 PC
電 話 帳 の 編 集 や 着 信 メ ロ 
ィ の 登 録 が で き ま す 。 デ 

REC初 実 3ポ ー ト 
留 守 番 機 能 用 

装 MLB初 実 4ポ ー ト 
メ ロ デ ィ 用 

装 
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■UT700Pro

1BR,700×6

INS1回線用 

2BR,700×3
INS2回線用 

2CO700× 6
アナログ 
2回線用 

4CO700× 3
アナログ 
4回線用 

最
大
４
チ
ャ
ン
ネ
ル 

IPFU700× 2
VoIP2または 
8回線用 

最
大
１
２
チ
ャ
ン
ネ
ル 

停電用電源 
内蔵タイプ× 2

停電用電源 
外付けタイプ× 2
※停電用電源は、 
　  内蔵、外付けど 
　  ちらかの利用に 
　  なります。 

DRPG700× 1

ドアホン 3台接続 
（テレビドアホン含む） 

電気錠 1～３ 

ページング装置 1,2

外部センサ× 1

合
計
３
台 

初実装 
内線  台 

アンプ・ブザー 
（アンプアダプタとして） 
※スピーカから出る音が 
　  拡声されます。 TD・ LD・ 
　  CL・ SSの電話機に接続 
　  します。 TD620（最大 32台） 

TD610（最大 32台） 
IPF610（最大 6台） 
APF610（最大 12台） 

LD500（最大 32台） 

CL620（最大 8台） 

WS600（最大 8台） 

SS610（最大 32台） 
SS620（最大 32台） 

DC230（最大 8台） 

最
大
３
２
台 

初実装 
SLIポート× 2

最
大
５
０
台 

初実装 
外部保留音源 
または BGM音源 
接続ポート× 1

Web設定用 PC
電話帳の編集や着信メロ 
ディの登録ができます。 

REC初実 装 3ポート 
留守番機能用 

MLB初実 装 4ポート 
メロディ用 

IPNT700× 1
VoIP2または 
8回線用 
（ 8回線時は別途 
IPR700が必要） 

（ 8回線時は別途 
IPR700が必要） 

合
計
８
台 

単独電話（最大 20台） 

PS600（最大 16台） 

2CDLC×1（CS×2） 
または 
4CDLC×1（CS×4） 
システム コードレス 
接続用 ※ 

※ 

8ST700× 3
内線 8台増設用 

4SLI700× 5
単独電話 
4台増設用 

※ CDLC実装時、 DC230は接続できません。 
 また、 CDLCを実装すると、 8ST700は 2枚 
 までしか増設できません。 
 8ST700を 2枚と 4SLIを 2枚増設する 
 ことで、最大 50台となります。 

システム構成図
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オプションユニット構成一覧

ユニット名称 

８ＳＴ７００ 

４ＳＬＩ７００ 

機 能 概 要  
最大実装枚数 最大チャンネル数 

実装不可 

ＵＴ７００Ｓｔｄ ＵＴ７００Ｐｒｏ ＵＴ７００Ｓｔｄ ＵＴ７００Ｐｒｏ 

内線電話機を８台増設する 
ユニット ３ 

５ 単独電話機を４台増設する 
ユニット 

－ 
２４ 

２０ 
３２ 

ＩＰＲ７００ インターネット接続用のルータ 
ユニット 

－ １ １ 

１ＢＲＩ７００ デジタル回線を１回線接続する 
ユニット ２ ６ 

２ＢＲＩ７００ デジタル回線を２回線接続する 
ユニット １ ３ 

２ＣＯ７００ アナログ回線を２回線接続する 
ユニット ２ ６ 

４ＣＯ７００ アナログ回線を４回線接続する 
ユニット １ ３ 

４ １２ 

ＩＰＦＵ７００ 
ＶｏＩＰをルータ内蔵２ｃｈかルー 
タなし８ｃｈで利用できるユニット 
（Ｆｕｓｉｏｎ 　 ＩＰ－Ｐｈｏｎｅ） 

ＩＰＮＴ７００ 
ＶｏＩＰをルータ内蔵２ｃｈかルー 
タなし８ｃｈで利用できるユニット 
（ＯＣＮ．Ｐｈｏｎｅ 　 Ｏｆｆｉｃｅ） 

２ｃｈ 

８ｃｈ 

２ｃｈ 

８ｃｈ 

１ 

１ 

２ 

１ 

２ 

８ 

２ 

８ 

２ 

１６ 

２ 

８ 

１２ ２８ 

２ＣＤＬＣ７００ デジタルシステムコードレスＣＳ 
を２台接続するユニット 

１ 実装不可 
４ＣＤＬＣ７００ デジタルシステムコードレスＣＳ を４台接続するユニット 

ドアホンやページング装置、 
外部センサを接続するユニット ＤＲＰＧ７００ １ １ 

－ 

※１：各オプションユニットは、それぞれ最大実装枚数以内でも、最大チャンネルに 
　　　  達すると、それ以降のユニットは認識しませんので注意が必要です。 
※２：ＩＰＲ７００およびＩＰＦＵ７００（２ｃｈ）、ＩＰＮＴ７００（２ｃｈ）は同時に両方を実装 
　　　  することはできません。 
※３：２ＣＤＬＣ７００および４ＣＤＬＣ７００実装時 は、８ＳＴ７００は最大２枚までの 
　　　  実装（多機能電話機の接続台数は最大２４台）となります。 
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電話機接続可否一覧

電話機名称 

ＴＤ５１０電話機 ○※１ 

Ａｓｔｒａｌ ＡｃｔｙｓⅡ ＡｓｔｒａｌⅡ Ｒｅｇａｌｉｓ／Ⅱ 

ＴＤ５２０電話機 ○※１ 

ＰＦ５００電話機 ○※１ 

ＬＤ５００電話機 ○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○ 

○Ｖ２～ ○ 

ＳＳ５１０電話機 × ○※１ 

ＳＳ５２０電話機 × ○※１ 

ＴＤ６１０電話機 △※１ ○ 

ＴＤ６２０電話機 ○ 

ＩＰＦ６１０電話機 ○ 

ＡＰＦ６１０電話機 ○ 

ＳＳ６１０電話機 × ○ 

ＳＳ６２０電話機 × ○ 

ＤＣ２３０電話機 ○ 

△※１ 

△※１ 

△※１ 

△※１ 

△※１ 

ＣＬ５００電話機 △※２ ○Ｖ４～ △※２ 

ＣＬ５１０電話機 ○ 

○ 

○ 

○ 

× 

× 

○ 

ＷＳ５１０電話機 × ○ 

ＷＳ２４０電話機 ○ 

ＰＳ６００電話機 × ○※３ 

※１：バックライト機能が動作しません。 
※２：ＣＬ５００を接続する場合、ＣＬ５１０・ＷＳ５１０を混在する場合でも接続台数 
 は最大２台までとなります。 

ＣＬ６２０電話機 ○ △※１ 

ＷＳ６００電話機 × ○ 

※３：Proのみになります。 
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各部の名称と働き

■TD610, APF610, IPF610電話機

1 2 3 4 5 6

7 8 9 1 0 1 1 1 2

1 3 1 4 1 5 1 6 1 7 1 8

確定  

スピ ーカ 
呼出音 やス ピー カ受 話の 
音が聞 こえ ます 。 

外線ボタン、 
オートダイヤルボタン 
 

ダイ ヤル ボタ ン 
ダイ ヤル 時や カナ ／ 
漢字文字入力な どに 
使い ます 。 

スピ ーカボ タン ／ラ ンプ （赤 色） 
スピ ーカ 受話 など をす ると きに 使い ます 。 

短縮 ボタ ン 
短縮 ダイ ヤル で電 話をかけ ると きな どに 
使い ます 。 

発信 ボタ ン 
電話 をかける とき に発 信ボ タン を押 すと 、 
未使用の外線 を自動 的に 捕捉 しま す。 

受話器 表示部 

MFキー 
表示部のメニュー選択や、 
電話帳検索のスクロール 
キーなどに使います。 

確定ボタン 
表示部のメニュー選択や 、 
電 話帳検索など確定ボタ 
ンとして使います。 

フラッシュボタン 
キャ ッチ ホン サー ビス など 
を受 ける とき に使 いま す。 

機能 ボタ ン／ ラン プ （赤 色） 
機能 ボタ ンな どを 利用 する 
とき に使 いま す。 

保留ボタン 
外線、内線通話を保留にすると 
きに使います。 

マイ ク 
ハンズ フリ ー、 パー ソナ ルハ ンズ 
フリ －通 話の とき に使 用し ます 。 

着信 ラン プ （7色） 
外線着信 と内 線呼出 など 、 
7色の点滅 をし ます 。 

ボタ ン1～18 は  外線 ボタ 
ンと して 利用 でき ます 。 ま 
た、 未使用外線 ボタ ンは 、 
オー トダ イヤ ルボ タン とし 
て利用で きま す。  
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各部の名称と働き
■CL620電話機, WS600電話機

CL620子機／WS600子機 

WS600親機 WS600子機充電器 

受話口 

表示部 

電池 カバ ー 

着信 ラン プ 

スピ ーカ 
各種呼出音な ど 
が聞 こえ ます 。 

短縮 ボタ ン 
短縮ダ イ ヤルで電 話をかけ ると きに 使い ます。  

切ボ タン 
通話を終了す ると きに 使い ます。  
また、 電源を入 れた り、 切る とき に長 く押し  
続けま す。 
・ 通常 は電源を 入れ た状態で使 用し ます。  
長時 間お使い にならな いとき は 電源を切っ  

　てく だ さい。  

保留 ボタ ン 
外線、 内線通話を保留す ると きに 使い ます。  

ダイ ヤル ボタ ン 
ダイ ヤル時 やカナ ／漢字文字入力 などに 使い 
ます。  

送話口 

アン テナ 

【CL620子機／WS600子機底面】 

 

外線 ボタ ン／ ラン プ 
ボタ ン 1 ～  8は外 線ボ タン と 
して 利用 でき ます 。 また 、 未 
使用外線 ボタ ンは 、 オー トダ 
イヤ ルと して 利用 でき ます 。 

ＭＦ キー 
表示部 のメ ニュ ー選択 や、 電 
話帳検索 のス クロ ールキー 
など に使 いま す。 

フラ ッシ ュボ タン 
キャ ッチ ホン サー ビス など を 
受け ると きに 使い ます 。 

確定 ボタ ン 
表示部 のメ ニュ ー選択 や、 電 
話帳検索 など の確定 ボタ ン 
とし て使 いま す。 

通話 ボタ ン 
電話 をかける とき に通 話ボ 
タン を押 すと 未使用の外線 
を自動 的に 捕捉 しま す。 

スピ ーカボ タン 
スピ ーカ 受話 など のと きに 
使い ます 。 

充電端子 
電池 パッ ク を充電 する ため 
の端 子です。 

アンテナ 
アン テナ を立 てて お使 いく ださ い。 

電源ランプ（赤色） 
通話ランプ（緑色） 

通電中のときは赤点灯します。WS600子機が通話 
中のときは緑点灯します。（緑点滅のときは、ご使 
用できません。  販売店へご相談ください）  

充電端子 
ＷＳ600子機を 
充電するための 
端子です。 

電源ジャック 
付属のACアダプタ 
を接続します。 

【充電器正面】 【充電器裏面】 

外線着信と内線呼出など、 7色の点滅をします 。 
また、CL620子機をCL620親機に置いたり 、 
り、WS600子機を充電器に置くと赤点灯 
し充電されます。 
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各部の名称と働き
■LD600電話機

確定 

スピ ーカ 
呼出音 やス ピー カ受 話の 
音が聞 こえ ます 。 

外線ボタン、 
オートダイヤルボタン 

 

ボタン1～10は外線ボタ 
ンとして利用できます 。 
また、未使用外線ボタ ン 
は、オートダイヤルボ タ 
ンとして利用できます。 

ダイ ヤル ボタ ン 
ダイ ヤル 時や カナ ／ 
漢字文字入力な どに 
使い ます 。 

スピ ーカボ タン ／ラ ンプ （赤 色） 
スピ ーカ 受話 など をす ると きに 使い ます 。 

短縮 ボタ ン 
短縮 ダイ ヤル で電 話をかけ ると きな どに 
使い ます 。 

発信 ボタ ン 
電話 をかける とき に発 信ボ タン を押 すと 、 
未使用の外線 を自動 的に 捕捉 しま す。 

受話器 表示部 

MFキー 
表示部のメニュー選択や 、 
電話帳検索のスクロール 
キーなどに使います。 

確定ボタン 
表示部のメニュー選択や 、 
電 話帳検索など確定ボタ 
ンとして使います。 

フラッシュボタン 
キャ ッチ ホン サー ビス など 
を受 ける とき に使 いま す。 

機能 ボタ ン／ ラン プ （赤 色） 
機能 ボタ ンな どを 利用 する 
とき に使 いま す。 

保留ボタン 
外線、内線通話を保留にすると 
きに使います。 

マイ ク 
ハンズ フリ ー、 パー ソナ ルハ ンズ 
フリ －通 話 の  とき に使 用し ます 。 

着信 ラン プ （7色） 
外 線着信 と内 線呼出な ど、 
7色の点滅 をし ます 。 

LD600電話機は 、 TD610、 TD620電話機 と 外観寸法、 形状 が異 な り ま す が、 通常の使い か た は 同 じ で す 。  
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各部の名称と働き
■DC230電話機

DC子機 

外部接続端子 
メン テナ ンス のと きだ け使 用 
しま すの でさ わら ない でく だ 
さい 。 

充電 コネ クタ 
電池 パッ クの コー ドを 接続 する ための 
コネ クタ です 。 

ゴム キャ ップ 
・ 　 爪先 など で、 矢印方向 （ 　 ） へ押 し 
てゴム キャ ップ を持 ち上 げる とイ ヤ 
ホン マイ クジ ャッ クが あり ます 。  

電池 カバ ー 

サウ ンダ 
着信音 や呼出音 など が聞 えま す。  

イヤ ホン マイ クジ ャッ ク 
イヤ ホン マイ ク を接続 しま す。 

音量 ボタ ン 
着信音量 や 受話音量 を調節す ると き 
に押 しま す。  

【左面】 【右面】 【背面】 

アン テナ 
伸縮式 です 。 

外線 ボタ ン／ ラン プ 
外線1～6ボタ ンは 外線 をかける とき 
など に押 しま す。 自分が使 用中 のと き 
は緑 色、 他人 が使 用中 のと きは 赤色 で 
点灯 しま す。 また 、 各種機能の ボタ ン 
とし て設定で きま す。 

・  保留 した あとに 　　 ボタ ンを 押し 
たと きな どの ラン プ表 示は 変化 する 
こと があ りま す。  

フッ ク ／機能／ クリ アボ タン 
フッ ク ： キャ ッチ ホン サー ビス など を受 

ける とき に押 しま す。 

機 　 能 ： 待機状態 で、 ダイ ヤル ボタ ンと 
組み 合わせて 便利な端末機 能 
を選 ぶと きな どに 押し ます 。 

クリ ア ： 登録 した メモ リダ イヤ ルを 消去 
する とき など に押 しま す。 

コー ル ／文字 ／Ｐ ボタ ン 
コー ル ： メモ リダ イヤ ルに 名前 や電話番号 を登録 した り、 登 

録し たメ モリ ダイ ヤル （最 大 3 0 0件） の内 容を 表 
示さ せ発信 する とき など に押 しま す。 

文 　 字 ： メモ リダ イヤ ルの登録 や検 索を する 場合 、 カナ／ 英 
字／数字 のいずれ かに 切り 替え ると きに 押し ます 。 

P　　 ： メモ リダ イヤ ルに ポー ズを 登録 する とき など に押 し 
ます 。 

保留／再送／決定 ボタ ン 
保留 ： 外線 ・内 線の通話 を保留す ると 

きな どに 押し ます 。 

再送 ： リダ イヤ ルの メモ リの 呼び 出し な 
どに 使い ます 。 

決定 ：端 末機能の設定 や、 メモ リダ イヤ 
ルの登録／検索 で入 力し たデ ー 
タを 決定 する とき など に押 しま す。  

受話口 

送話口 

表示部 

着信／充電 ラン プ 
着信 のと きに 赤ラ ンプ が早 く点 滅し ます 。 
また 、 充電中 は赤 ラン プが 点灯 し、 充 
電完了 で緑 ラン プが 点灯 しま す。  

発信／応答 ボタ ン／ ラン プ （緑 色） 
電話 をかける とき や電 話を 受け ると き 
に押 しま す。 電話 をかける とき に発 信 
/応答 ボタ ンを 押す と、 未使用の外線 
を自動 的に 捕捉 し、 ラン プは 外線通話 
中に点 灯し ます 。  

内線 ボタ ン／ ラン プ （緑 色） 
内線 をかける とき など に押 しま す。 ラ 
ンプ は内 線通話中 に点 灯し ます 。  

切ボ タン 
通話 を終了す ると きな どに 押し ます 。 
また 、 電源 を入 れた り、 切る とき に長 く 
押し 続け ます 。 
・ 通常 は電 源を 入れ た状 態で 使用 しま 
す。 長時 間お使い にな らな いと きは 
電源 を切 って くだ さい 。  

ダイ ヤル ボタ ン 
電話番号 をダ イヤ ルす ると きや メモ リ 
ダイ ヤルの名前 を登 録す ると きな どに 
押し ます 。 

アス タリ スクボタ ン 
メモ リダ イヤ ルの名前 や電話番 号を 逆 
順に 表示 させ ると きな どに 押し ます 。 

シャ ープ ボタ ン 
メモ リダ イヤ ルの名前 や電話番号 を順 
番に 表示 させ ると きな どに 押し ます 。 

充電端子 
電池 パッ ク を充電 する ための端子 です 。 

【底面】 
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各種音量の調節
■着信音量を調節する（多機能電話機、CL620、WS600）

を押す 

を押し、[ 音関係]を選択 
し、 を押す 

を押し、[外線着信音量]
を選択し、 を押す 

を押して音量を調節する 

を押す 

「外線着信の場合」の手順１ 
～２を行う 

を押し、[内線着信音量]
を選択し、 を押す 

「外線着信の場合」の手順４ 
～５を行う 

「外線着信の場合」の手順１ 
～２を行う 

を押し、[ ドアホン着信 
音量]を選択し、 を押す 

「外線着信の場合」の手順４ 
～５を行う 

外線着信の場合 内線呼出の場合 

ドアホン呼出の場合 

● CL620子機の場合は、 を押し、 「カレンダ 
ー・時計」表示にしてから　　を押します。 

未使用時に音量ボタンを押すと、外線着信音、内線 
呼出音、 ドアホン呼出音を 「切・小・中・大・漸増」 
の５段階で調節できます。 
● お買い上げ時は「小」です。 

切 

＜表示＞ 

小 中 大 漸増 

繰り返します 

■着信音量を調節する（DC230）
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各種音量の調節
■外線着信音を停止する（多機能電話機、CL620、WS600）

● CL620子機、WS600電話機の場合は、 「子機サ 
イレント設定」を選択します。 

27

を押す 

を押してメニューから[そ 
の他]を選択し、 を押す 

を押して[電話機]を選択 
し、 を押す 

を押して[ 外線着信鳴動 
拒否設定] を選択し、 を 
押す 

を押してON/OFFを選択 
します 

を押す 

セット／解除のしかた 

● CL620子機の場合は、 を押し、 「カレンダ 
ー・時計」表示にしてから　　を押します。 

■受話音量を調節する（多機能電話機、CL620、WS600）

を押す 

を押し、[ 音関係]を選択 
し、 を押す 

を押し、[受話音量]を選 
択し、 を押す 

を押して音量を調節する 

を押す 

外線通話、内線通話、ドアホン通話などの通話中に音量ボタ 
ンを押すことにより、D C230電話機から聞こえる相手の音 
声の大きさを「小・中・大」の３段階で調節できます。 
● お買い上げ時は「中」です。 

＜表示＞ 

小 中 

繰り返します 

大 

● CL620子機の場合は、 を押し、 「カレンダ 
ー・時計」表示にしてから　　を押します。 

■受話音量を調節する（DC230）

－20－

各種音量の調節
■スピーカ音量を調節する（多機能電話機、CL620、WS600）

を押す 

を押し、[ 音関係]を選択 
し、 を押す 

を押し、[ スピーカ受話 
音量]を選択し、 を押す 

を押して音量を調節する 

を押す 

を押す 

を押す 

を押し、[ 音関係]を選択 
し、 を押す 

を押し、[話中着信音量]
を選択し、 を押す 

を押して音量を調節する 

● CL620子機の場合は、 を押し、 「カレンダ 
ー・時計」表示にしてから　　を押します。 

● CL620子機の場合は、 を押し、 「カレンダ 
ー・時計」表示にしてから　　を押します。 

■話中着信音量を調節する（多機能電話機、CL620、WS600）



－21－

各種音量の調節

■キー押下音を停止する（多機能電話機、CL620、WS600）

を押す 

を押し、[ 音関係]を選択 
し、 を押す 

を押し、[ ボタン押下音 
設定]を選択し、 を押す 

を押して 「ON」 か 「OFF」 
を選択し、 を押す 

を押す 

を押す 

（または ）を押す 

を押す 

6 ハ 
MNO

を押す 1アァ  
. , -

● お買い上げ時は「 ON」です。 

セット／解除のしかた 

セット／解除のしかた 

● CL620子機の場合は、 を押し、 「カレンダ 
ー・時計」表示にしてから　　を押します。 

■キー押下音を停止する（DC230）

－22－

外線ボタンに各種機能のボタンを割り付ける
■外線ボタンに各種機能のボタンを割り付ける

（CL620子機、WS600電話機）

CL620子機、 WS600電話機の未使用　　　 に　　　 、、、 を割り付けると、各種機 
CL620子機、WS600電話機からも操作できるようになります。 

● お買い上げ時は「外線ボタン」です。 

を押す 

を押し、[ その他]を選択 
し、 を押す 

を押し、[キー登録]を選 
択し、 を押す 

を押して割り付けたい機 
能を選択し、 を押す 

を押して外線１～８を選 
択し、 を押す 

オート番号（01～30）を入 
力します 

登録のしかた 

確認のしかた 

会議 外線 外線／オート 機能 内線 

「登録のしかた」の手順１～４を 
行います 

● CL620子機の場合は、 

●　「会議」「機能」「内線」を割り付ける場合は 
　でカーソルを上下移動させます。 
●  外線／オートを選択し、　　を押した場合は手順 
　６の操作を実施します。「会議」「機能」「内線」を 
　割り付けた場合は「設定しました」の表示後、手順 
　４に戻ります。 

を押し、 「カレンダ 
ー・時計」表示にしてから　　を押します。 

能の設定・変更などが 

●  ダイヤルボタンを使用して登録したいオート番号 
　（01～30）を入力します。 
●  外必ず２桁入力してください。 
●  オート番号の２桁が入力されると「キー登録」が登 
　録され、手順４に戻ります。 



－23－

外線ボタンに各種機能のボタンを割り付ける
■外線ボタンに各種機能のボタンを割り付ける（DC230電話機）

DC230電話機の未使用　　 に　　 、、、 などを以下方法で割り付けると、各種機能の設定 
・変更などがDC230電話機からも操作できるようになります。 
● お買い上げ時は「外線ボタン」です。 

外線 

を押す 

外線（ ～　　）のいず 
れかを押す 

を押す 

割り付けを終える時は　 を 
押す 

（または　　）で割り付 
けるボタンを選択する 

● を押すたびにボタン表示が順番に切り替わ 
ります。 
（ は逆順に切り替わります） 

内線 

 
 
「 外線6」 表示 
 
「発 信」 表示 
 
「応 答」 表示 
 
「会 議」 表示 
 
「機 能 （F） 」 表示 
 
「短 縮」 表示 
 
「オ ート 6」 表示 
 

「Fオー ト13」 表示 
 
「Fオー ト14」 表示 

外線番号 （ 　　～ 　　 ） 　　例 ： 外線6 
 
外線ボタンになります。 
 
発信ボタンになります。 
 
応答ボタンになります。 
 
会議ボタンになります。 
 
機能（F）ボタンになります。 
 
短縮ボタンになります。 
 
オートボタン 
（ 「6」 はオ ート ダイ ヤル 番号 を示 しま す）  
Fオート13ボタンになります。 
 
Fオート14ボタンになります。 

電源 

「登録のしかた」の手順１～ 
２を行います 

を押す 

登録のしかた 確認のしかた 

電源 

－24－

コントラスト調節
■コントラスト調整（多機能電話機、CL620親子機、WS600電話機）

を押す 

を押し、[ その他]を選択 
し、 を押す 

を押し、[電話機]を選択 
し、 を押す 

を押してコントラストを 
調整する 

を押し、[ コントラスト 
調整]を選択し、 を押す 

を押す 

を押す 

（または　　）を押す 

を押す 8ヤャ  
TUV 2 カ 

ABC

LCDコントラスト 
淡■■■□□濃 

● CL620子機の場合は、 を押し、 「カレンダ 
ー・時計」表示にしてから　　を押します。 

■コントラスト調節（DC230電話機）



－25－

カレンダー・時計の設定
■カレンダー・時計の設定（多機能電話機、CL620親機）

を押す 

を押し、[ その他]を選択 
し、 を押す 

を押し、[システム]を選 
択し、 を押す 

を押し、[カレンダー]を 
選択し、 を押す 

● ～　　 のいずれかで西暦の下2桁を入力しま 
す。 

● ～　　 のいずれかで月を入力します。 
● ～　　 のいずれかで日を入力します。 
● 年、月、日を入力すると自動的に曜日が表示され 
ます。 

を押し、 [カレンダー／時 
計設定]を選択し、 を押す 

年／月／日を入力する 

を押す 

を押す 

を押し、[ その他]を選択 
し、 を押す 

を押し、[システム]を選 
択し、 を押す 

を押し、[時刻]を選択し、
を押す 

を押し、[ カレンダー／ 
時計設定] を選択し、 を 
押す 

時間（24時間制）を入力する 

を押す 

カレンダーの設定 時計の設定 

－26－

カレンダー・時計の設定

を押す 

を押し、[ その他]を選択 
し、 を押す 

を押し、[システム]を選 
択し、 を押す 

を押し、[待機表示]を選 
択し、 を押す 

● 横倍（カレンダー・時計表示が２行） 
● 縦倍（カレンダー・時計表示が１行） 
● 標準（カレンダー・時計表示が１行） 

を押し、[表示設定]を選 
択し、 を押す 

を押して文字サイズを選 
択する 

を押す 

を押す 

を押し、[ その他]を選択 
し、 を押す 

を押し、[システム]を選 
択し、 を押す 

を押し、[時刻表示]を選 
択し、 を押す 

● １２時間制（午前 12:00～午後 11:59） 
● ２４時間制（ 00:00～ 23:59） 

を押し、[表示設定]を選 
択し、 を押す 

を押して時刻表示を選択 
する 

を押す 

待機状態でのカレンダー・時計表示 待機状態での時刻表示 

■カレンダー・時計の設定（多機能電話機、CL620親機）



－27－

バックライトの設定
■バックライトの設定（多機能電話機、CL620親子機、WS600電話機）

バッ クラ イ ト 
の　状　態 内　　容 

都度点灯 

常時消灯 

常時点灯 

電話をかけたり、受けたりす 
るときなどに一時的に点灯し 
ます。（待機中は消灯） 
　 
使用中または待機中、常に点 
灯状態です。 
 
使用中または待機中、常に消 
灯状態です。 

バッ クラ イ ト 
の　状　態 内　　容 

ON 
（都度点灯） 

 
OFF 

（常時消灯） 

電話をかけたり、受けたりす 
るときなどに一時的に点灯し 
ます。（待機中は消灯） 
　 
使用中または待機中、常に点 
灯状態です。 

を押す 

を押し、[ その他]を選択 
し、 を押す 

を押し、[電話機]を選択 
し、 を押す 

を押し、[ ＬＣＤバック 
ライト設定]を選択し、 を 
押す 

を押してバックライトの 
点灯の設定を選択する 

を押す 

多機能電話機、CL620親機の場合は 
● 表示部のバックライトは、３つの状態に変更でき 
ます。 

CL620子機、WS600電話機は 

● CL620子機の場合は、 を押し、 「カレンダ 
ー・時計」表示にしてから　　を押します。 

－28－

電話帳
■電話帳に登録する（多機能電話機、CL620親子機、WS600電話機）

を押す 

を押し、[電話帳]を選択 
し、 を押す 

を押し、[新規登録]を選 
択し、 を押す 

● 短縮番号をダイヤルボタンで４桁（００００～３ 
９９９）入力すると、短縮番号が仮登録され、 
「電話帳登録」へ進みます。 
● 入力された短縮番号が登録済みの場合は、登録内 
容が表示されます。ただし、他の電話機でグルー 
プ登録「個別」に登録されている短縮番号は指定 
できません。 

● を押すと空きの短縮番号が自動で入力されます。 
ただし、空き短縮番号がない場合は登録できません。 

登録したい短縮番号をダイ 
ヤルボタンで入力します 

を押し、[グループ]を選 
択し、 を押す 

を押し[電話番号]を選択 
し、 を押す 

を押し、[名前]を選択し、 
を押す 

を押し、[カナ]を選択し、 
を押す 

を押し、[着信音]を選択 
し、 を押す 

を押し、[着信先]を選択 
し、 を押す 

を押し、 [メモ]を選択し、 
を押す 

を押して[ 登録] を選 択 
し、 を押す 

● CL620子機の場合は、 を押し、 「カレンダ 
ー・時計」表示にしてから　　を押します。 



－29－

電話帳
■電話帳に登録する（多機能電話機、CL620親子機、WS600電話機）

登録するグループを確認し、 
を押す 

登録する電話番号をダイヤ 
ルボタンで入力します 
● 電話番号を登録します。 
● 電話番号は最大２４桁まで入力できます。 
● を押すと特殊コードを入力できます。 
● 複数番号を組み合わせて登録するネスティングダイ 
ヤルの場合は、[ ]内に短縮番号を入れてください。 
（最大４つ） 
● 入力した番号を間違えた場合は　　　　を押して 
消去します。 

入力した番号に間違いがな 
いか確認し　 を押す 

登録する名前をダイヤルボ 
タンで入力します 
● 文字入力はダイヤルボタンから入力します。 （文 
字数は全角で最大１６文字です） 

● で文字入力モードを変更します。 
かな（漢）→カナ（カナ）→英字（英）→数字 
（数）を繰り返します。 

入力した名前に間違いがな 
いか確認し、 を押す 

名前の入力のしかた 

電話番号の入力のしかた 

カナを編集します 
● 入力文字はダイヤルボタンから入力します。 （文 
字数は半角で最大１６文字です） 

● カーソル移動し、カナを編集します。 
● で文字入力モードを変更します。 
カナ （カナ） →英字 （英） →数字 （数） を繰り返します。 

● 「カナ」モードで　 を押すとスペース（空き） 
が入力できます。 

入力したカナに間違いがな 
いか確認し、 を押す 

カナは　 名前入力時に自動的に入力されます。 

カナの入力のしかた 

を押して着信音を選択します 
● 「設定なし」 、 「着信音A～着信音H」 、 「保留メロ 
ディ」 、 「着信メロディ」から着信音を選択できま 
す。 

● 保留メロディに設定すると、保留音と兼用となり 
ます。 

識別着信の設定をします。 
この機能を使用される場合はナンバー・ディスプレイサービ 
スのご契約と工事設定が必要です。 

着信音の入力のしかた 

を押します 

を押して登録するグルー 
プを選択します 

グループの入力のしかた 

を押して変換し　　で候 
補を決定する 

● 「かな」モードで入力された文字を漢字に変換し 
ます。 

● で変換する文字範囲を変更できます。 
● 表示された候補の次候補を表示させたいときは 
を押して下さい。 

● 変換候補で確定する漢字が表示されないときは、 
を押した後にかな文字で変換文字を変更 

してください。 

つづく 

－30－

■発信履歴から電話帳に登録する
（多機能電話機、CL620親子機、WS600電話機）

を押す 

を押して[履歴 （発信／着 
信） ]を選択し、 を押す 

を押して[発信履歴]を選 
択し、 を押す 

を押して登録する電話番 
号を選択し、 を押す 

を押して「電話帳登録」 
を選択し、 を押す 

電話帳登録の「電話帳に登録 
する」 の手順４～１２を行う 

● CL620子機の場合は、 を押し、 「カレンダ 
ー・時計」表示にしてから　　を押します。 

電話帳
■電話帳に登録する（多機能電話機、CL620親子機、WS600電話機）

● を押すと、試聴が停止します。 

選択した項目を確認し、 
を押す 

試聴したい場合は にて、 
[試聴]を選択する 

を 押して着信先のグルー 
プを選択します 
● 「内線グループA ～D」は工事設定により指定さ 
れた内線電話機が外線着信のときに鳴ります。 

発ID識別着信の設定をします。発I D識別着信のグループ着信 
はこの手順のグループA～グループDを設定します。 
この機能を使用される場合はナンバー・ディスプレイサービ 
スのご契約と工事設定が必要です。 

選択した項目を確認し、 
を押す 

着信先の入力のしかた 

登録するメモをダイヤルボ 
タンで入力します 
● で文字入力モードを変更します。かな 
（漢）→カナ（カナ）→英字（英）→数字（数） 
を繰り返します。 

メモを入力しておくと、電話帳に登録した電話番号の相手から 
着信があったとき、内線電話機にメモの内容が表示されます。 

メモの入力のしかた 

を押して変換し　 で候補 
を決定する 
● 「かな」 モードで入力された文字を漢字に変換します。 

入力したメモに間違いがな 
いか確認し、 を押す。 



－31－

電話帳

■着信履歴から電話帳に登録する
（多機能電話機、CL620親子機、WS600電話機）

を押す 

を押して[履歴 （発信／着 
信） ]を選択し、 を押す 

を押して[ システム着信 
履歴]、[個別着信履歴] のい 
ずれかを選択し、 を押す 

を押して登録する電話番 
号を選択し、 を押す 

を押して[電話帳登録]を 
選択し、 を押す 

電話帳登録の「電話帳に登録 
する」 の手順４～１２を行う 

● CL620子機の場合は、 を押し、 「カレンダ 
ー・時計」表示にしてから　　を押します。 

■電話帳を変更する（多機能電話機、CL620親子機、WS600電話機）

を押す 

を押して[電話帳]を選択 
し、 を押す 

を押して[一覧表示]を選 
択し、 を押す 

を押して変更する短縮番 
号を選択し、 を押す 

を押して[変更]を選択し、 
を押す 

を押して変更する内容を 
選択し、 を押して変更する 

を押して[登録]を選択し、 
を押す 

を押して「はい」を選択 
し、 を押す 

● CL620子機の場合は、 を押し、 「カレンダ 
ー・時計」表示にしてから　　を押します。 

－32－

■電話帳を消去する（多機能電話機、CL620親子機、WS600電話機）

を押す 

を押して[電話帳]を選択 
し、 を押す 

を押して[一覧表示]を選 
択し、 を押す 

を押して消去する短縮番 
号を選択し、 を押す 

を押して[ 消去] を選択 
し、 を押す 

を押して[ はい] を選択 
し、 を押す 

● CL620子機の場合は、 を押し、 「カレンダ 
ー・時計」表示にしてから　　を押します。 

電話帳
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内線転送
■外線通話を保留する

（多機能電話機、CL620親子機、WS600電話機、DC230電話機）

外線通話中 

を押す 保留中の　　　 を押す 

保留再応答のしかた 

■自動転送
（多機能電話機、CL620親子機、WS600電話機、DC230電話機）

外線通話中 

を押す 

転送先の内線番号を押す 
● 呼出音「プー」が聞こえます。 

転送先の相手と通話します 

呼出音が鳴る 

転送する側の操作 転送される側の操作 
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■強制転送
（多機能電話機、CL620親子機、WS600電話機、DC230電話機）

外線通話中 

を押す 

転送先の内線番号を押す 

呼出音が鳴る 

保留警報音が鳴る 

転送される側が応答しないで、 約 
３０秒経過したときは、次の手順 
５ ～７ の操作をします。 

を押す 

● DC230電話機の場合は、保留中の　 （または　 
）を押すと外線相手と繋がります。 

→　　　ランプ：緑点灯 
→着信ランプ：消灯 
→　　　ランプ：緑点灯 

外線 

外線 

転送する側の操作 転送される側の操作 

● DC230電話機の場合は、本操作を行う必要はあ 
　りません。　 

内線転送
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内線転送
■口答転送

（多機能電話機、CL620親子機、WS600電話機、DC230電話機）

外線通話中 

を押す 

口頭で呼びかける 

保留中の　　　 を押す 

外線相手と通話する 

転送する側の操作 転送される側の操作 
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留守番
■留守番の概要について

本システムは、基本的に留守番機能をActysⅡは２系統、UT700Stdは３系統、UT700Proは 
４系統利用できます。 
・本機能を使用する場合には、工事設定により留守番指定電話機の設定が必要です。 
・本機能は、多機能電話機、ＣＬ６２０親機のみで使用できます。 

留守番モード 
≪応答録音（留守番）≫ 
● 留守番セット中にかかってきた電話に、応答録音メッセージを流して、相手の用件を録音します。 
用件が録音されると、電話機表示部に用件録音の件数が表示されます。 （最大９９件）応答録音には、モ 
ード１～３があり、使用状況により使い分けることができます。また、モード１には固定内蔵メッセージ 
「ただいま、留守にしております。ピーという音のあとに、ご用件をお話ください」を用意してあります。 

≪応答専用（お知らせ）≫ 
● 留守番セット中にかかってきた電話機に応答専用メッセージを２回流して、通話を終了します。 （相手の 
用件は、録音されません）応答録音には、モード１～３があり、使用状況により使い分けることができま 
す。また、モード１には固定内蔵メッセージ「ただいま、留守にしております。恐れ入りますが、のちほ 
どおかけ直しください」を用意してあります。 

応答録音と応答専用には、それぞれ３つのモードがあります。 
■各モード毎のメッセージ例 
●モード１・・・「本日の業務は終了しました。 」 
●モード２・・・「・・・・営業開始時間は、朝９：００からとなっております」 
●モード３・・・「・・・・本日は、休業となっております。後日あらためて・・・・」 

■留守番１のみで使用する場合 

「 留守録 」 と 「お 知ら せ」 で別 々 の メッ セー ジ 

※留守番2を使 用 する 場合は 、 それ ぞれ の留守番録音 とお 知ら せの 
　メ ッセ ージ があ りま す。  

留守録 
（モ ード 1）  
1件最大5分 

留守録 
（モ ード 2）  
1件最大5分 

留守録 
（モ ード 3）  
1件最大5分 

お知 らせ  
（モ ード 1）  
1件最大5分 

お知 らせ  
（モ ード 2）  
1件最大5分 

お知 らせ  
（モ ード 3）  
1件最大5分 

お 待たせ  
メッ セー ジ 
1件最大5分 

一次応答 
メッ セー ジ 
1件最大5分 

用件最大 
99件  

1件最大5分 

ワン 留守 
メッ セー ジ 
1件最大5分 
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留守番

● ２系統※の留守番を利用している場合に、 を押下した電話機を、留守番指定電話機に切り替えて、 
各留守番の操作を行うことができます。 
※留守番１→２→ＲＥＣ　Ｂｕｓｙ→１・・・ 
※　　　 は　　　 に登録します。 

留守番子機切替 

≪追っかけ転送≫ 
● 留守番セット中に用件が録音されると、あらかじめ登録しておいた携帯電話などへ自動的に電話をかけ、 
録音されたことを通知します。そのまま外出先からリモコン操作で用件を再生し、確認することもできま 
す。 
転送先へは、用件が録音されてから約１分後に約５０秒間呼び出し、応答しない場合は３分後に繰り返し 
かけ直します。 
※工事設定により、携帯電話に発信するとき、あらかじめ登録したアクセスコードを自動的に付加して発信 
することができます。 

≪留守番サイレント≫ 
● 留守番応答時に、相手の声を留守番指定電話機のスピーカから送出しないようにすることができます。 
留守番１～２※でそれぞれ別々に設定することができます。 
※一度サイレントモードにセットすると、留守番のセット／解除にかかわらず、サイレントモードを解除 
するまではサイレント留守番のままになります。 

● あらかじめ設定した時刻になると、留守番のセット／解除を自動で行います。 
各曜日ごとに４パターンの留守番セット／解除のタイマを設定できます。 
平日用、休日用、昼休み用などに分けて、留守番タイマが設定できます。 
※留守番１～２※でタイマを設定することができます。 
※留守番タイマ連動は、手動で留守番設定が設定されている場合、留守番タイマ連動は無効となり、 
手動での留守設定で動作します。 

≪例≫ 
営業時間は月曜～金曜　９：００～１８：００　途中１２：００～１３：００まで昼休み 
留守録１－１:「本日の営業は終了しました。 営業時間は月曜から金曜の９:００からとなっております」 
留守録１－２:「本日の営業は、９：００からとなっております。９:００以降におかけ直しください」 
留守録１－３:「ただいまお昼休みとなっております。１３:００以降におかけ直しください」 

留守番タイマ連動 

日曜日 留守録１－１ 

留守録１－１ 

留守録１－１ 

留守録１－１ 

留守録１－１ 

留守録１－１ 

留守録１－２ 

留守録１－２ 

留守録１－２ 

留守録１－２ 

留守録１－２ 

留守録１－３ 

留守録１－３ 

留守録１－３ 

留守録１－３ 

留守録１－３ 

留守録１－１ 

留守録１－１ 

留守録１－１ 

留守録１－１ 

留守録１－１ 

月曜日 

火曜日 

水曜日 

木曜日 

金曜日 

留守録１－１ 土曜日 

0：00 9：00 12 ： 00
13： 00

6：00

タイマ1 タイマ2 タイマ3 タイマ4

18：00 24：00

（注）※ はActysⅡの場合です。 

－38－

留守番

● 電話帳に登録されたグループ毎に留守番応答するか、しないかを指定することができます。 

グループ識別着信留守番 

● 外線通話中のときに、ほかの外線へ着信があっても、応答できる人がいないときなど、通話中の電話機操 
作で　　　　を押すと、お待たせメッセージを流して応答させることができます。メッセージが流れた後、 
自動的に保留状態になります。 
お待たせメッセージは固定内蔵メッセージ「ただいま電話が混み合っております。恐れ入りますが、その 
ままお待ちいただくか、のちほどおかけ直しください」を用意してあります。 
※　　　　は、 に登録します。 

手動応答（お待たせメッセージ応答） 

● 外線通話中に他の外線に着信があり電話に応答できる人がいないとき、 通話中の電話機で　　　 を押すと、 
ワンショットメッセージで応答させることができます。メッセージ送出後は、相手にメッセージを録音し 
てもらうことができますので、通話が終了したら録音されたメッセージを再生し、対応することができま 
す。また、ワンショットメッセージには固定内蔵メッセージ「ただ今、電話が混み合っております。ピー 
という音のあとにご用件をお話ください」を用意してあります。 
※　　　 は、 に登録します。 
※本機能は、留守番指定電話機以外でも使用できます。 

ワンショット留守番 

● 通話中に連絡先やアポイントを取るときなど、ちょっとした予定などをメモする代わりに録音しておく 
ことができます。 
録音は、電話機共通で録音するモードと電話機個別で録音するモードがあります。 

● 電話機共通 ・・・通話メモに使用するＲＥＣチャンネルが同一のＲＥＣチャンネルグループ同士で共通 
で録音／再生をします。同一グループであれば、どの電話機からでも再生可能です。 

● 電話機個別 ・・・各電話機毎に録音／再生をします。録音した電話機からのみ再生可能です。 
※最大録音件数は、９９件です。 
※工事設定により、電話機共通と電話機個別を切り替えることができます。 

通話メモ 

本日の 営業は  

グループ１に登録されている人 

グループ０に登録されている人 

● 外出先の電話機から、留守番のセット／解除／用件再生などを行うことができます。プッシュ信号を 
送出できる電話機からであれば、どこからでも操作できます。 

留守番リモコン機能 
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留守番

①用件自動消去 ・・・・一度再生した用件は、次回留守番セットされたときに自動的に一括消去すること 
ができます。 （工事設定によります） 

②用件自動再生 ・・・・留守番セットを解除すると、録音された用件を自動再生します。用件再生すると 
きに、用件が録音された日時が電話機表示部に表示されます。 

その他の留守番機能 

● 発信者番号が非通知状態で電話がかかってきたら、自動応答して非通知着信拒否メッセージを１回流 
したあとに電話を切ります。 

● 非通知拒否用メッセージが録音されていない場合は、内蔵固定メッセージ「おかけになった電話番号 
はお受けできません。恐れ入りますが、電話番号の前に１８６をつけておかけ直しください」が流れ 
ます。 

● ナンバー・ディスプレイサービスの契約が必要となります。 
● 工事設定により「非通知・迷惑電話拒否」を行うと、 「非通知着信拒否」と「迷惑電話拒否」が同時に 
セットできます。 

● 工事設定により、非通知の着信にメッセージではなく、ビジー（話中音）を返すこともできます。 

非通知着信拒否 

おか けに なった 電話は お受 けで きま せん 。  
恐れ入 りま すが 、 電話番号の前 に 「 186」を  
つけ てお かけ 直し 下さ い。  

プル プル  

非通知 

03－1234－5678

● 迷惑電話の発信者番号を登録し （最大３００件） 、 登録されている番号から電話がかかってきたときには、 
自動応答して迷惑電話拒否メッセージを１回流したあとに電話を切ります。 

● 迷惑電話拒否メッセージが録音されていない場合は、固定内蔵メッセージ「恐れ入りますが、おかけに 
なった電話は、お受けできません」が流れます。 

● ナンバー・ディスプレイサービスの契約が必要となります。 
● 工事設定により、 「非通知・迷惑電話拒否」を行うと、 「非通知着信拒否」と「迷惑電話拒否」が同時に 
セットできます。 

● 工事設定により、迷惑電話の着信にメッセージではなく、ビジー（話中音）を返すこともできます。 

迷惑電話拒否 

恐れ入 りま すが 、 おか けに なった 電話は  
お受 けで きま せん 。  

03－ＸＸＸＸ－ＸＸＸＸ 
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留守番
■留守番指定電話機

電話機の種別 
ボタン名称 

レビュー 用件再生 スキップ 消去 留守 

ＴＤ 610、 APF610、 IPF610電話機 

ＴＤ 620電話機 

LＤ 600電話機 

オート14 

オート26 

オート6

オート15 

オート27 

オート9

オート16 

オート28 

オート7

オート17 

オート29 

オート8

オート18 

オート30 

オート10

● 留守番指定電話機のオートダイヤルのボタンを変更する場合、電話機の　　　　 に特殊番号が登録できます。 

特殊番号 

25 

24 

23 

22 

20 

21 

 

 

26 

27 

29 

 

 

 

 

 

 

30

レビュー 

用件再生 

スキップ 

消去 

留守 

再生 

 

 

通話メモ 

メモ再生 

留守 

子機切替 

 

 

 

 

 

ワン留守 

動作内容 ボタン名称 

用件および通話メモ再生中に、1つ前の用件を再生するときに使用する 

１件目の用件から再生したり、再生中にメッセージの頭出しに使用する 

用件および通話メモ再生中に、次の用件を再生するときに使用する 

用件、通話メモの消去に使用する 

留守番セットまたは解除するときに使用する 

用件番号を指定して、用件再生をするときに使用する 

例：3件目の用件を再生する場合 

  　　　　　→  　　　（用件番号を2桁で入力） 

通話メモを録音するときに使用する 

通話メモを再生するときに使用する 

留守番指定電話機に切り替えて操作できます。 

・本機能は、留守番指定電話機以外でも操作できます。 

ワン留守応答セットするときに使用する 

・本機能は、留守番指定電話機以外でも操作できます。 

留守番1指定電話機 

 

留守番2指定電話機 

 

REC Busy

↓ 

 

↓ 

 

登録のしかた 

工事設定により、留守番指定電話機を２台まで設定できます。 
留守番指定電話機に設定されたとき、次の留守番用ボタンが自動的に割り付けられます。 
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留守番
■各種メッセージの録音／確認／変更／消去にしかた

（多機能電話機、CL620親機）

を押す 

を押して[留守番関係]を 
選択し、 を押す 

を押して[各種メッセー 
ジの設定] を選択し、 を 
押す 

● メッセージは以下から選択します。 
留守録メッセージ１　 
留守録メッセージ２ 
留守録メッセージ３ 
応答専用メッセージ１ 
応答専用メッセージ２ 
応答専用メッセージ３ 
お待たせメッセージ 
外線転送メッセージ 
非通知着信拒否メッセージ 
迷惑電話拒否メッセージ 
ワン留守メッセージ 

を押して設定したいメッ 
セージを選択し、 を押す 

を押して[録音] 選択し、 
を押す 

● 「録音」を開始します。 
● 受話器を上げないで　　を押しても、マイクで録 
音を開始します。 

を押す 

● 録音中に　　を押すと、録音を終了します。 

受話器からメッセージを録 
音する 

● マイクから録音した場合は　　　　を押します。 

録音のしかた 

※留守番機能をご利用になるには，事前に工事設定
が必要です。
（工事設定については，工事店へご依頼願います。）
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■留守自動応答時間指定（多機能電話機、CL620親機）

を押す 

を押して[留守番関係]を 
選択し、 を押す ● ００１～１８０秒のいずれかを入力してください。 

● ０００は入力できません。 
● 必ず３桁入力してください。 

応答時間を入力する 

を押して[ 留守番自動応 
答時間]を選択し、 を押す 

変更のしかた 

留守番

「録音のしかた」の手順１～ 
手順４と同じ操作を行う 

を押して[ 再生] を選択 
し、 を押す 

「録音のしかた」と同じ操作 
を行います 

を押す 

「録音のしかた」の手順１～ 
手順４と同じ操作を行う 

を押して[ 消去] を選択 
し、 を押す 

を押して[ はい] を選択 
し、 を押す 

確認のしかた 変更のしかた 

消去のしかた 
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留守番
■留守セットのしかた（多機能電話機、CL620電話機）

を押す 
留守録　１-１ 
１１月　５日(土)
午前　９：００ 
留守１ 

※１：応答録音で使うか、応答専用で使うかは工事設定によ 
ります。 

※２：応答録音（モード２、３）および応答専用（モード２、 
３） のモードは、 応答録音メッセージ （モード２、 ３） 、 
応答専用メッセージ（モード２、３）が録音されてい 
る場合だけセットできます。 

※３：応答録音メッセージ（モード１）または、応答専用メ 
ッセージ（モード１）が録音されていない場合、内蔵 
の固定メッセージを流します。 

※４：「ｎ」の表記は留守番指定電話機の番号を表示します。 
（ｎ＝１～２） 

※５：転送先電話番号の登録および、リモコン機能の暗証番 
号の登録がされていない場合、追っかけ転送の留守番 
セットはできません。 

※６：追っかけ転送のメッセージは、応答録音メッセージ 
（モード１～３）と共通です。 

を押す 

を押して[留守番関係]を 
選択し、 を押す 

を押して[留守番サイレン 
ト設定]を選択し、 を押す 

を押して[ ＯＮ] を選択 
し、 を押す 

セット／解除のしかた 

●解除するときは、 「ＯＦＦ」を 
選択し、 を押します。 

■留守番サイレント設定（多機能電話機、CL620親機）
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留守番
■追っかけ転送先電話番号を登録する（多機能電話機、CL620親機）

を押す 

を押して[留守番関係]を 
選択し、 を押す 

を押す 

を押して[留守番関係]を 
選択し、 を押す 

を押して[追っかけ転送先 
電話番号]を選択し、 を押す 

を押して[ 登録] を選択 
し、 を押す 

● 電話番号は最大２４桁まで入力できます。 
● を押すと特殊コードを入力できます。 

を押すごとに、ポーズ：「Ｐ」→ハイフ 
ン：「－」→ネスティングコード：「 ［］ 」を繰 
り返します。 

● 入力番号を間違えた場合は　　　　を押して消去 
します。 

追っかけ転送先の電話番号 
を入力し、 を押す 

を押して[追っかけ転送先 
電話番号]を選択し、 を押す 

「登録のしかた」の手順１～ 
手順３と同じ操作を行う 

を押して[ 消去] を選択 
し、 を押す 

を押して[ はい] を選択 
し、 を押す 

各留守番指定電話機から別々に操作します。 

登録のしかた 

確認のしかた 

変更のしかた 

消去のしかた 

「登録のしかた」と同じ操作を行 
います。 
●登録済みの電話番号は　　　を 
押すと一文字消せます。 
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留守番
■録音された用件の再生／消去（多機能電話機、CL620親機）

留守番セットの状態から 
留守録　１-１　　　　　　　 ７件 
１１月　５日(土)
午前　９：００ 
留守１ 

を押す 

用件再生　　　　　　　　　 １件 
１０月１２日(水)
午前　９：３０ 

留守録 

内線 01
１１月　５日(土)
午前　９：００ 

を押す 

用件再生　　　　　　　　　 １件 
１０月１２日(水)
午前　９：３０ 

留守録 

用件再生のしかた 用件をもう一度初めから聞きたいとき 

を押す 

を押す 

用件再生　　　　　　　　　 １件 
１０月１２日(水)
午前　９：３０ 

留守録 

用件個別消去　　　　　　　　 
消去しますか？ 

確定 で消去 

を押す 

用件個別消去 
消去しました 

●次の用件がある場合 

用件再生　　　　　　　　　 １件 
１０月１２日(水)
午前　９：３０ 

留守録 

●次の用件がない場合 

内線 01
１１月　５日(土)
午前　９：００ 

● 用件の一括消去は、 「用件一括消去」をご覧くだ 
さい。 

用件消去のしかた（個別消去） 

用件消去のしかた（一括消去） 
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■通話メモ（多機能電話機、CL620親機）

● 録音中に　　を押すと通話メモ録音を停止し 
ます。 

● 再度　　　 を押すと録音を再開します。 

外線通話中に　　　 を押す 
外線通話中　　　　　　　１：００ 
０１： 

通話メモ録音中　　　 確定 で停止 

● 通話メモ録音を行います。 

外線通話中　　　　　　　１：１５ 
０１： 

外線通話中　　　　　　　１：３０ 
０１： 

通話メモ録音中 確定 で停止 

（終話） 
通話終了　　　　　　　　１：４５ 

内線 １ １ 
１１月　５日(土)
午前　９：００ 

メモ　　 ﾒﾓ １件 

録音のしかた 

（ 「カレンダー ・ 時計」 表示） 

● 再生開始音「ピー」が聞こえます。 
● 通話メモ1 の再生が開始されます。 

を押す 

● 表示部に件数が表示されています。 

内線 ０ １ 
１１月　５日(土)
午前１０：００ 

メモ　　　　　　　ﾒﾓ３件 

通話メモ再生　　　　　　　 １件 
１１月　５日(土)
午前　９：００ 
メモ　　　　　　　ﾒﾓ３件 

通話メモ再生　　　　　　　 ２件 
１１月　５日(土)
午前　９：２０ 

メモ　　　　　　　ﾒﾓ３件 

● 表示例：「通話メモ2 」再生開始 

再生が終わると、続けて次 
のメモを連続再生する 

再生のしかた 

※通話メモをするためには，工
事設定が必要です。

留守番
■お待たせメッセージ応答

（多機能電話機、CL620親子機、WS600電話機、DC230電話機）

を押す 

（ 外線２ボタン ） を押す 

オートダイヤルに　　　　を登録しておくと、ワンタッチで 
お待たせメッセージ応答操作ができます。 

を押す 

外線通話中に別外線に着信がかかってきたとき、すぐに応答できない場合は、電話機の操作によ 
り、お待たせメッセージを別外線の相手に１回流したあと、保留音を流します。 

基本的な操作 ワンタッチでの操作 

（例）外線1通話中に外線2に着信が入ってきたとき 
の操作 
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留守番
■リモコン操作一覧

機能項目 リモコン番号 動作内容 
レビ ュー ※1 
用件再生 ※2 
キュ ー （ス キッ プ） ※3

追っか け転 送の  
転送先電話番号の登録 （変 更） ※8

再生 ※4 
録音 （変 更） ※5 
再生 ※4 
録音 （変 更） ※5 
再生 ※4 
録音 （変 更） ※5 
再生 ※6 
録音 （変 更） ※7 
再生 ※6 
録音 （変 更） ※7 
再生 ※6 
録音 （変 更）  ※7 
 

 

 

 

 

 

 
応答録音 ※9 
 
 
応答専用 ※10  
 
 
追っか け転 送 ※11

転送先電話番号 
（ 最大24桁 ） 

モー ド1 
 
モー ド2 
 
モー ド3 
 
モー ド1 
 
モー ド2 
 
モー ド3

応 
答 
録 
音 
メ 
ッ 
セ 
ー 
ジ  

応 
答 
専 
用 
メ 
ッ 
セ 
ー 
ジ  

1つ 前の用件 を再生 
録音 され た用件 を再生 
1つ 後の用件 を再生 
応答録音 メッ セー ジ （モ ード 1） の再生 
応答録音 メッ セー ジ （モ ード 1） 録音 （変 更）  
応答録音 メッ セー ジ （モ ード 2） の再生 
応答録音 メッ セー ジ （モ ード 2） 録音 （変 更）  
応答録音 メッ セー ジ （モ ード 3） の再生 
応答録音 メッ セー ジ （モ ード 3） 録音 （変 更）  
応答専用 メッ セー ジ （モ ード 1） の再生 
応答専用 メッ セー ジ （モ ード 1） 録音 （変 更）  
応答専用 メッ セー ジ （モ ード 2） の再生 
応答専用 メッ セー ジ （モ ード 2） 録音 （変 更）  
応答専用 メッ セー ジ （モ ード 3） の再生 
応答専用 メッ セー ジ （モ ード 3） 録音 （変 更）  
 
 
追っか け転 送の  
転送先電話番号の登録 （変 更）  
 
 
応答録音 （モ ード 1） のセ ッ ト 
応答録音 （モ ード 2） のセ ッ ト 
応答録音 （モ ード 3） のセ ッ ト 
応答専用 （モ ード 1） のセ ッ ト 
応答専用 （モ ード 2） のセ ッ ト 
応答専用 （モ ード 3） のセ ッ ト 
追っ かけ 転送留守番 （モ ード 1） のセ ッ ト 
追っ かけ 転送留守番 （モ ード 2） のセ ッ ト 
追っ かけ 転送留守番 （モ ード 3） のセ ッ ト 
留守番 セッ トの 解除 
すべ ての用件 を消去 
リモ コン 操作の終了 

※1 ：メッセージ「前の用件は……（用件の内容）」が聞こえます。 
※2 ：メッセージ「××件です。最初の用件は……（用件の内容）」が聞こえます。 
※3 ：メッセージ「次の用件は……（用件の内容）」が聞こえます。 
※4 ：メッセージ「留守録メッセージXを再生します。」が聞こえます。（X：1～3） 
※5 ：メッセージ「留守録メッセージXを録音します。発信音のあとにメッセージをどうぞ。ピー」が聞こえます。（X：1～3） 
※6 ：メッセージ「お知らせメッセージXを再生します。」が聞こえます。（X：1～3） 
※7 ：メッセージ 「お知らせメッセージXを録音します。発信音のあとにメッセージをどうぞ。ピー」が聞こえます。（X：1～3） 
※8 ：メッセージ「追っかけ転送先は△△△……（電話番号）です。」が聞こえます。 
※9 ：メッセージ「留守番Xをセットしました。」が聞こえます。（X：1～3） 
※10：メッセージ「お知らせXをセットしました。」が聞こえます。（X：1～3） 
※11：メッセージ「追っかけXをセットしました。」が聞こえます。（X：1～3） 
※12：メッセージ「留守番X（お知らせX、追っかけX）を解除しました。」が聞こえます。（X：1～3） 
※13：メッセージ「すべての用件を消去します。しばらくお待ちください。……消去しました。」が聞こえます。 
※14：メッセージ「終了します。」が聞こえます。 

留守番 セッ ト 
 
 
 
 
留守番 セッ トの 解除 ※12  
用件 オー ルク リア ※13  
終了 ※14
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外線転送
■外線転送の概要について

本システムは、外線からかかってきた電話を外出先などの電話に転送する、外線転送機能があります。 
・転送先が一般回線（特に遠方）の場合、転送先で電話に応答しても、初めの２秒間の通話が途切れ 
る場合があります。 
・発信元／転送先に使用する回線が共にアナログ回線の場合、設置場所によりご利用できないことが 
あります。 
・本機能を使用する場合には、工事設定が必要です。 

外線自動転送の転送先電話番号登録は最大８ヶ所、転送セットは４組できます。 
転送のセット／解除はオートダイヤルに登録してワンタッチで利用するのはもちろん、メニューからも簡単 
に操作できます。 
外線自動転送には、転送先を呼び出し中であっても（外線着信鳴動中） 、本システムの電話機の受話器を上げ 
ると電話をかけてきたお客様と通話ができる「着信鳴動外線転送」と、転送先が応答するまでの間、本シス 
テム側の着信音を鳴らないようにする「無鳴動外線転送」があります。 
また、１つの転送につき転送先を２ヶ所までセットし、外線自動転送時に２つの転送先を同時に呼び出す機 
能を搭載していますので、より確実に転送することができます。 
※工事設定により、携帯電話に発信するとき、あらかじめ登録したアクセスコードを自動的に付加して発信 
することができます。 

外線自動転送 

無鳴動外線転送 だと 、  
本システ ム側の着信音 
は鳴 りま せん  

プル プル  

今は ちょ っと  
忙し いん だよ なぁ  

あ、 転送 だ。  
出ない と 

転送先１ 

転送先２ 

プ ルルル ・ ・ ・ 
プ ルルル ・ ・ ・ 

発信元 

電話をかけてきた相手にメッセージを流しながら、転送先へ自動転送できます。メッセージは固定内蔵メッ 
セージ「ただいま電話を転送いたします。すこしお待ちください」または、ご自身に入れていただいたメッ 
セージが流れます。 
※一次応答付き外線自動転送では、転送先は１組のみとなります。 

一次応答付き外線自動転送 

転送 しま す 

おっ  
電話 だ 

転送先 発信元 
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外線転送

応答した電話を、空いている回線から転送先を呼び出して転送することが出来ます。 
更に、外線転送（手動／自動）の通話が終了後、電話をかけてきた相手（発信元）が先に電話を切った場合、 
転送先の通話者が電話を切らずにそのまま待っていると、転送先から本システムへの外線着信となり、本シ 
ステムが呼び出されます。 

外線手動転送、外線転送コールバック 

佐藤 さん は 
いま すか ？ 

発信元 

はい 、  
佐藤 です  

転送先 
少々 お待 ち 
くだ さい  

事務所 

コー ルバ ック で 発送依頼 

あらかじめ設定しておいた時刻になると、自動的に外線自動転送をセット／解除することができます。 
タイマは各曜日毎に２個のタイマを設定することができます。 
※外線転送タイマ連動は、手動で外線自動転送設定が設定されている場合、外線転送タイマ連動は無効 
となり、手動での外線自動転送設定で動作します。 

外線転送タイマ連動 

日曜日 転送１－１  

転送１－１  

転送１－２  

転送１－２  

転送１－２  

転送１－２  

転送１－１  

転送１－１  

転送１－１ 

転送１－１ 

転送１－２ 

転送１－２ 

転送１－２ 

転送１－２ 

転送１－１ 

転送１－１ 

月曜日 

火～木曜日 

金曜日 

土曜日 

0：00 8：00

タイマ1 タイマ2

18：00 24：00
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外線転送

電話帳に登録されたグループ毎に外線転送するか、しないかを設定することができます。 
また、転送させない着信を留守番で応答させることもできます。 

グループ識別着信転送 

外出先の電話機から、リモコン操作で外線自動転送セット、または解除したり、転送先電話番号の変更 
もできます。 

外線転送リモコン機能 

外線自動転送が成功しなかった場合、下記の条件により指定メールアドレスにメール送信を行います。 
メールアドレスは「外線転送先電話番号」に対し、１件登録することができます。 
①転送先が応答しなかったケース 
②転送先呼び出し中に転送元がキャンセルしたケース 

● 指定メールアドレス編集の詳細については、 
サクサ株式会社ホームページ （http://www.saxa.co.jp）の WEB設定マニュアルを参照してください。 

外線自動転送失敗時のメール送信について （外線転送不成立メール送信） 

転送 １を  
解除 しま した  

０ ９ ０ （０ ８ ０） －ＸＸＸＸ－ ○○○○ を 通知 ピッ ピッ  

転送 を 解除 
するか  

留守番 で 対応 
する こと も 可能 

お客様 

社員 

グループに 
登録していない人 

社員 グループに 
登録している人 

プル プル ・ ・ ・ 

もし もし  
鈴木 です  
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外線転送
■転送先電話番号の登録（多機能電話機、CL620親機）

転送先は最大８ヵ所まで登録できます。外線転送をセットする際に、ここで登録した中から転送 
先をセットすることができます。 

を押す 

を押して[外線転送関係]
を選択し、 を押す 

を押して[外線自動転送先 
電話番号]を選択し、 を押す 

を押して[外線自動転送先 
電話番号]を選択し、 を押す 

を押して設定する各外線 
転送先を選択し、 を押す 

を押して[ 登録] を選択 
し、 を押す 

転送先電話番号を入力し、 
を押す 

● 外線転送先１～　 外線転送先８ 

● 電話番号は最大２４桁まで入力できます。 （転送先 
電話番号の途中にポーズを入れないで下さい。相手 
につながらないことがあります。 ） 

● 入力番号を間違えた場合は　　　　を押して消去し 
ます。 

を押す 

を押して[外線転送関係]
を選択し、 を押す 

を押して確認する各外線 
転送先を選択し、 を押す 

登録／変更／消去のしかた 

確認のしかた 

●消去するときは、手順５で[消 
去]を選択し、 を押す。次の 
操作で、[ はい]を選択し、 を 
押す。 

※外線転送機能をご利用になるには，事前に工事設
定が必要です。
（工事設定については，工事店へご依頼願います。）
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外線転送
■外線自動転送セット（多機能電話機、CL620親子機、WS600電話機）

を押す 

を押して[外線転送関係]
を選択し、 を押す 

を押して設定したい外線 
自動転送モードを選択し、 
を押す 

を押して[ 登録] を選択 
し、 を押す 

を押して外線転送先を選 
択し、 を押す 

● 外線転送先１～外線転送先８から最大２カ所まで 
選択出来ます。 （工事設定が必要です） 

● 多機能電話機、C L620親機の場合は、外線転送 
先に選択されると「□」を表示します。選択され 
ていない場合は、 「□」になります。 を押すた 
びに「□」→「□」を繰り返します。 

● CL620子機、WS600電話機の場合は、外線転 
送先に選択されると「○」を表示します。選択さ 
れていない場合は、 「」 になります。 を押す 
たびに「○」→「 」を繰り返します。 

を押す 

登録／変更のしかた 

を押して[ 外線自動転送 
モード]を選択し、 を押す 

● CL620子機の場合は、 を押し、 「カレンダ 
ー・時計」表示にしてから　　を押します。 

「登録/変更のしかた」の手 
順１～４と同じ操作を行う 

を押して[ 消去] を選択 
し、 を押す 

を押して[ はい] を選択 
し、 を押す 

「登録/変更のしかた」の手 
順１～４と同じ操作を行う 

を押して[セット／解除]
を選択し、 を押す 

● 外線自動転送モードがセットされ、 「カレンダ 
ー・時計」表示に戻ります。このとき、選択され 
た外線転送モードと転送先を表示します。 

● 外線自動転送モードが解除され、 「カレンダー・ 
時計」表示に戻ります。 

［２→２・３］ 
１１月　５日(土)
午前　９：００ 

セット／解除のしかた 消去のしかた 

●セット 

●解除 
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外線転送
■外線手動転送

（多機能電話機、CL620親子機、WS600電話機、DC230電話機）

外線通話中 

を押す 

未使用の　　　を押す 

転送先と通話をする 

を押す 

転送先電話番号を押す 
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外線転送
■リモコン操作一覧

種　　類 リモコン番号 動作内容 種　　類 リモコン番号 動作内容 
自 動転送1 
セッ ト ※1 

 
 
 
 
自 動転送2 
セッ ト ※1 
 
 
 
 
自 動転送3 
セッ ト ※1 
 
 
 
 
自 動転送4 
セッ ト ※1 
 
 
 
 
自 動転送1解除 ※2 
自 動転送2解除 ※2 
自 動転送3解除 ※2 
自 動転送4解除 ※2

 
（ X： 1～ 8： 転送先1組 目）  
（ Y： 0～ 8： 転送先2組目 、 
なお2組目 を設定 しな い場 
合に は “0” とす る）  
（X＝Yの設定 は禁 止）  
 
（ X： 1～ 8： 転送先1組 目）  
（ Y： 0～ 8： 転送先2組目 、 
なお2組目 を設定 しな い場 
合に は “0” とす る）  
（ X＝ Yの設定 は禁 止）  
 
（ X： 1～ 8： 転送先1組 目）  
（ Y： 0～ 8： 転送先2組目 、 
なお2組目 を設定 しな い場 
合に は “0” とす る）  
（ X＝ Yの設定 は禁 止）  
 
（ X： 1～ 8： 転送先1組 目）  
（ Y： 0～ 8： 転送先2組目 、 
なお2組目 を設定 しな い場 
合に は “0” とす る）  
（ X＝ Yの設定 は禁 止）  

自 動転送1 で転 送 
先X Y をセ ット  
 
 
 
 
自 動転送2 で転 送 
先X Y をセ ット  
 
 
 
 
自 動転送3 で転 送 
先X Y をセ ット  
 
 
 
 
自 動転送4 で転 送 
先X Y をセ ット  
 
 
 
 
自 動転送1を解除 
自 動転送2を解除 
自 動転送3を解除 
自 動転送4を解除 

転送先電 
話番号の 
登録 
（変 更） ※3 
 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
終了 

転送先1 
 
 
 
 
転送先2 
 
 
 
 
転送先3 
 
 
 
 
転送先4 
 
 
 
 
転送先5 
 
 
 
 
転送先6 
 
 
 
 
転送先7 
 
 
 
 
転送先8

 
 

転送先電話番号 を押 す （ 最大24桁）  
 
 
 
 

転送先電話番号 を押 す （ 最大24桁 ） 
 
 
 
 

転送先電話番号 を押 す （ 最大24桁）  
 
 
 
 

転送先電話番号 を押 す （ 最大24桁 ） 
 
 
 
 

転送先電話番号 を押 す （ 最大24桁）  
 
 
 
 

転送先電話番号 を押 す （ 最大24桁 ） 
 
 
 
 

転送先電話番号 を押 す （ 最大24桁 ） 
 
 
 
 

転送先電話番号 を押 す （ 最大24桁 ） 

転送先1 の電 
話番号の登録 
（変 更）  
 
 
転送先2 の電 
話番号の登録 
（変 更）  
 
 
転送先3 の電 
話番号の登録 
（変 更）  
 
 
転送先4 の電 
話番号の登録 
（変 更）  
 
 
転送先5 の電 
話番号の登録 
（変 更）  
 
 
転送先6 の電 
話番号の登録 
（変 更）  
 
 
転送先7 の電 
話番号の登録 
（変 更）  
 
 
転送先8 の電 
話番号の登録 
（変 更）  
 
 
リモ コン 操作終 
了 （＊0を押 さ 
ないで受話器 
を置 くと 、 自動 
的に 切れ ます ）  

※1　メッセージ「外線転送Xをセットしました。リモコン番 
号を入力してください。」が聞こえます。（X：1～4） 

※2　メッセージ「外線転送Xを解除しました。リモコン番号 
を入力してください。」が聞こえます。（X：1～4） 

※3　メッセージ「転送先Xは△△△……（電話番号）です。 
リモコン番号を入力してください。」が聞こえます。 
（X：1～8） 
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LT900
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電 話 機 ラ イ ン ナ ッ プ 

L ９ ２ ０ 電 話 機 Ｄ Ｔ Ｄ ９ ２ ０ 電 話 機 

■ ２ 色 （ オ レ ン ジ 、 グ リ ー ン ） 
　 バ ッ ク ラ イ ト 搭 載 
カ ラ ー ： ホ ワ イ ト 
３ ０ ボ タ ン 

　 
■ 
■ 

バ ッ ク ラ イ ト な し 
カ ラ ー ： ホ ワ イ ト 
３ ０ ボ タ ン 

■ 
■ 
■ 

Ｔ Ｄ ９ １ ０ 電 話 機 

■ バ ッ ク ラ イ ト な し 
カ ラ ー ： ホ ワ イ ト 
１ ８ ボ タ ン 

■ 
■ 

Ｐ Ｓ ６ ０ 1
ス テ ム コ ー ド レ ス 電 話 機 シ 

■ バ ッ ク ラ イ ト 搭 載 
カ ラ ー ： シ ル バ ー ■ 

■ Ｃ Ｓ 600： シ ス テ ム コ ー ド レ ス 基 地 局 
Ｐ Ｓ 600： シ ス テ ム コ ー ド レ ス 電 話 機 
カ ラ ー ： S600 ホ ワ イ ト 、 　 

　 　 　 S600 シ ル バ ー 

■ 
■ C ： 
　 P ： 

Ｃ Ｓ ６ ０ ０ 
ス テ ム コ ー ド レ ス 基 地 局 シ 

Ｃ Ｌ ９ ２ ０ 電 話 機 
ル － ト ゥ ー ス カ ー ル コ ー ド レ ス 電 話 機 ブ 

■ ２ 色 （ オ レ ン ジ 、 グ リ ー ン ） 
　 バ ッ ク ラ イ ト 搭 載 
カ ラ ー ： ホ ワ イ ト 
３ ０ ボ タ ン 

■ 
■ 

電話機ラインナップ
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■システム

外線 
 
 
 
 
 
 
 
 
内線 
 
 
 
 
 
 
その他 
 
 
 
 
 
 
 
サイズ 
（mm） 
幅× 
奥行× 
高さ・ 
質量 

192ch 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
384台 

合わせて 
384ch

最大収容数 

最大24回線 
（48ch） 
最大4回線 
（92ch） 

最大48回線 
（96ch） 
最大7回線 
（161ch） 

最大72回線 
（144ch） 
最大8回線 
（184ch） 

項目 
構成 主装置1段 

最大48回線 

最大112ch

最大32ch

最大192ch

最大96回線 最大144回線 

最大16回線 最大32回線 最大48回線 

最大12回線 最大24回線 最大36回線 

最大96台 最大192台 

最大382台 

最大382台 

最大16台※2

最大288台 

最大50台 最大98台 最大146台 

最大16台 最大32台 最大48台 48台 

280ｃｈ 

4台 

最大112ch 最大196ch

最大4台（同時通話最大2通話） 

約180×236×83、約920g

約180×236×83、約900g

約180×236×83、約920g

約180×236×83、約930g

約180×236×83、約1,000g

約51×38×185（アンテナ除く）、約180g

約180×236×88（アンテナ除く）、約910g

約45×21×140（アンテナ除く）、約95g

約146×136×41.5、約350g

約420×281 
×316、15kg 
（フル実装時） 

約420×281 
×627、29kg 
（フル実装時） 

約420×281 
×908、43kg 
（フル実装時） 

最大280ch

主装置2段 主装置3段 

INSネット64 

INSネット1500

アナログ回線 

IP回線（IPGW900・IPAD900接続時）※1 

IP回線（8IPGW900接続時） 

OD専用線 

LD専用線 

多機能電話機 

システムコードレス（PS601） 

カールコードレス電話機（CL920） 

単独電話機（アナログポート含む） 
IP電話機（無線IP端末、IPGW900・ 
IPAD900接続時） 

システムコードレス基地局 

VoIP同時通話ch※1 

ドアホン 

主装置（天板付き） 

 
TD920電話機 

TD910電話機 

LD920電話機 

INP920電話機 

APF／IPF電話機 

CL920電話機 
 

PS601電話機 

CS600基地局 

子機 

親機＋子機 

※1：使用するルータやその他条件により利用できるch数に制限があります。 
※2：KLC 1枚につき最大8台まで接続可能です。また、CL920電話機の最大収容数は、多機能電話機の最大 
　　収容数に含まれます。CL920電話機収容数により多機能電話機等最大収容数も減少します。 

主な仕様
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TD910
( 288 )最大 台 

TD920
( 288 )最大 台 

APF920
( 144 )最大 台 

IPF920
( 72 )最大 台 

LD920
( 288 )最大 台 

CL920
( 16 )最大 台 

PS601

2
8
8
台 
※ 1

※ 3

3
8
2
台 

3
8
4
台 

4
8
台 

1
4
6
台 

382 台 

CS600 ※ 2

INP920標準 端末 SIP

停電用バッテリ 
（内蔵用） 

停電用バッテリ 
（外付用 ） 1

停電用バッテリ 
（外付用 ） 2

ページング装置 
電気錠 

最大 144ch

最大 192ch

最大 
最大 

36ch
48ch

(LD)

(OD)

最大 
最大 

144ch
184ch

(INS64)

(INS1500)

ドアホン× 4

外部音源装置 初実装 ＋増設 × × × 3( 1 2)

アクセスポイント ※ 4

揺れ止めブラケット 
※段積みの場合の揺れ 
止め用 

N900iL
単独電話機 

(FAX)

ＩＮＳネット６４ 
ＩＮＳネット１５００ 
ＩＮＳネット６４ 
ＩＮＳネット１５００ 

アナログ回線 アナログ回線 

ＩＰ電話回線 ＩＰ電話回線 

専用線 
ＬＤ／ＯＤ 
専用線 
ＬＤ／ＯＤ 

電 源 

非 常 
停 止 

電 源 

電 源 

合計 台 4

※ を 収 容 す る と 多 機 能 電 話 機 の 最 大 収 容 数 が 
減少する場合があります。 

1:CL920

※ は 台に含まれません。 
※ も含みます。 
※ アクセスポイントは 台に含みません。 

2:CS600 384

3:2SLU900(+)

4: 382

システム構成図
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スロット構成は、下図のとおりです。それぞれの架には、Aスロット（32ch以下仕様）、 
Bスロット（16ch以下仕様）がそれぞれ3スロットずつあります。 
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ロ
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ロ
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B
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ロ
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Slot No.

Slot No.

Slot No.

1

7

13

2

8

14

3

9

15

4

10

16

5

11

17

6

12

18

段目 
（基本架） 
1

2段目 
（増設架） 

3段目 
（増設架） 

※ISDN回線を収容する場合は、1段目のSlot6から収容してください。（同期用） 

主装置スロット構成
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ユニット名称 係数 接続スロット 機能概要 
最大収容数 
 1段 2段 3段 

主制御ユニット 

副制御ユニット。増設架使用時に使用。 

電源増設ユニット。1架あたり49台以上 
の電話機が接続されるときに必要。※1 

ルータなしマルチキャリア対応VoIPユニ 
ット。28チャンネルまで利用可能。IP電話
サービスとIP電話を利用することができます。 
利用できるIP電話サービスは、FUSION  
IP-Phone、OCNドットフォンオフィス、 
KDDI-IPフォン。 

ブロードバンドルータユニット。 

VoIPのチャンネル増設ユニット。1枚で
28チャンネル増設可能。 

ルータなしマルチキャリア対応VoIPユニ
ット。8チャンネルまで利用可能。 
利用できるIP電話サービスは、FUSION-
Phone、KDDI-IPフォン。 

デジタル回線を2回線収容するユニット。 

デジタル回線を4回線収容するユニット。 

アナログ回線を8回線収容するユニット。 

INSネット1500を収容するユニット。 

OD専用線を収容するユニット。 

LD専用線を収容するユニット。 

内線電話機を8台収容するユニット。 
CL920を収容するにはKLC901が必要です。 

内線電話機を16台収容するユニット。 
CL920を収容するにはKLC901が必要です。 

内線電話機を24台収容するユニット。 
CL920を収容するにはKLC901が必要です。 

KLC900/901の配線距離を延長するユニ
ット。各KL900/901の8台分を延長します。 

単独電話機を2台収容するユニット。 

単独電話機を8台収容するユニット。 

単独電話機の配線を延長するユニット。 

CS600を2台収容するユニット。 

CS600を4台収容するユニット。 

ドアホン4台、ページング1台、外部保留
音源1台を収容するユニット。ドアホンを
収容するには、2DR900(+)が必要です。
DRPG910と排他です。 

ドアホン4台、ページング4台、外部保留
音源2台を収容するユニット。ドアホンを
収容するには、2DR900(+)が必要です。
DRPG910と排他です。 

ドアホン2台を収容するユニット。 

CCUスロット 

CCU900に接続 

電源ユニットに 
接続 

 

 
Aスロット 

 

 

IPGW900に接続 

Aスロット 
 

 

A/Bスロット 

 

A/Bスロット 

A/Bスロット 

A/Bスロット 

Aスロット 

A/Bスロット 

A/Bスロット 

A/Bスロット 

A/Bスロット 

Aスロット 

KLC900/901に 
接続 

CCU900に接続 

A/Bスロット 

A/Bスロット 

A/Bスロット 

A/Bスロット 

 

A/Bスロット 

 

 

A/Bスロット 

 

DRPG900/910 
に接続 

― 

― 

― 
 

 

 
9 

 

 

― 

3 
 

 

― 

 

― 

― 

― 

― 

― 

― 

16 
 

32 
 

48 

 
― 

― 

14 

7 

6 

11 

 

― 

 

 

― 
 

 
― 

CCU900 

SUB900(+) 

MPW900(+) 
 

 

IPGW900 

 

 

IPR900(+) 

IPAD900 
 

 

8IPGW900 

 

2BRI900 

4BRI900 

8CO900 

KC090-PRTL 

KC090A-4ODTE 

ZA-2LDT-LA 

8KLC900/901
 

 

16KLC900/901 
 

24KLC900/901 
 

EPW900(+) 

2SLU900(+) 

8SLI900 

AZ-2LLC-LA 

2CDLC900 

4CDLC900 

 

DRPG900 

 

 

 
DRPG910 

 

ZDR900(+)

1 

1 

1   　1　   1

1

1

4

126 18

126 18

126 18

74 8

7

― 

1

1

1

2

4 10

84 12

126 18

126 18

126 18

126 18

126 18

126 18

84 12

3   　6　   9

※1：1架に収容されているユニット毎に上表の係数を足して、合計が96を超える場合は、48台以下でもMPW900(+) 
　　が必要になります。 
　　CL920を収容する場合は、KLC901の係数を次のように算出します。（6×CL920の台数）＋KLC901の係数 

ユニット説明
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電話機を調整する
■日付け・時刻をあわせる（管理用電話機にて設定）

■保留メロディを変更する（管理用電話機にて設定）

1 1 を押す 

2 2 を押し［その他設定］を選択し、 

を押す 

3 3 を押し［ｶﾚﾝﾀﾞｰ/時計設定］ を 

選択し 、  を押す 

4 4 を押し［日時変更］を選択し 、 

を押す 

5 5 年月日、時分を押す 

確定  

確定  

確定  

確定  

6 6 を押す 

7 7 を押す スピーカ   

確定  

操作のしかた 

〔保留メロディ一覧〕 

  No.  保留メロディ   No.  保留メロディ  No.  保留メロディ   

  1  愛の挨拶  6  花  11  ユーザーメロディ 1  

 2    さくら  7  世界に一つだけの花  12  ユーザーメロディ 2  

 3    夏を抱きしめて  8  ニューヨーク シティ セレナーデ   13  ユーザーメロディ 3  

 4    秋桜  9  組曲「惑星」の木星  14  ユーザーメロディ 4  

 5    Everything  10  カノン    

1 1 を押す 

2 2 を押し［その他設定］を選択し、 

を押す 

3 3 を押し［音関連］を選択し、 

を押す 

4 4 を押し［ﾒﾛﾃﾞｨ選択］を選択し、 

を押す 

5 5 を押し［保留ﾒﾛﾃﾞｨ］を選択し、 

を押す 

6 6 を押し保留メロディ（10種類） 

とユーザーメロディ（4種類）から 

1曲選択し、 を押す 確定  

確定  

確定  

確定  

確定  

確定  

7 7 試聴する場合は、 を押し ［試聴］ 

を選択し、 を押す 

8 8 を押し［設定］を選択し、 

を押す 

9 9 を押す スピーカ  

確定  

確定  

操作のしかた 
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電話機を調整する
■着信の音色を選択する

電話機ごとに内線別着信または外線別着信の着信音の音色を選択することができます。 

操作のしかた 

1 1 を押す 

2 2 を押し［その他設定］を選択し、 

を押す 

3 3 を押し［音関連］を選択し 、 

を押す 

4 4 を押し［内線別着信音種］ま た 

は［外線別着信音種］を選択し 、 

を押す 
● システム管理電話機から「内線別着信音種」を 選 
択した場合は、操作5へ進みます。 

● システム管理電話機以外から「内線別着信音種 」 
を選択した場合は、操作7へ進みます。 

● システム管理電話機から「外線別着信音種」を 選 
択した場合は、操作6へ進みます。 

5 5 を押し内線番号を選択し 、 

を押す 

6 6 を押し外線番号を選択し 、 
を押す 

確定  

確定  

確定  

確定  

確定  

確定  

7 7 を押し、音種を選択し 、  を 
押す 

8 8 を押し、詳細情報を選択し 、 

を押す 

9 9 試聴する場合は 、  を押 し ［試聴］ 

を選択し 、  を押す 

1 1 0 0 を押し［設定］を選択し 、 
を押す 

1 1 1 1 を押す スピーカ   

確定  

確定  

確定  

確定  

操作のしかた 

11 を押す 

22 を押し ［その他設定］ を選択し、 

を押す 

33 を押し［表示の設定］ を選択し、 

を押す 

44 を押し［ﾊﾞｯｸﾗｲﾄ設定］を選択 

し、 を押す 

55 を押し［ﾍﾞｰｽ色設定］を選択し、 

を押す 

66 を押し、バックライトの色を選 

択し、 を押す 
● 「グリーン」 、 「オレンジ」から選択します。 

確定 

確定 

確定 

確定 

確定 

確定 

77 を押し［消灯時間登録］を選択 

し、 を押す 

88 を押し、バックライトの消灯時 

間を選択し、 を押す 
● 「常時消灯」 、 「常時点灯」 、 「即時消灯」 、 「無操作 
5秒間保持」 、 「無操作 10秒間保持」 、 「無操作30
秒間保持」から選択します。 

99 を押す スピーカ 

確定 

確定 

■ディスプレイのバックライトを設定する（バックライト付き標準電話機）
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電話機を調整する
■受話音量を調節する（3段階）

■スピーカ音量を調節する（8段階）（標準電話機／カールコードレス電話機）

■マイク音量を調節する（3段階）

11 を押す 

22 を押し ［その他設定］ を選択し、 

を押す 

33 を押し［音関連］を選択し、 

を押す 

44 を押し［受話音量］を選択し、 

を押す 確定 

確定 

確定 

確定 55 を押し、音量を調整する 

66 を押す 

77 を押す スピーカ 

確定 

操作のしかた 

操作のしかた 

11 スピーカ受話中に を押す 

22 音量を調節する 

11 を押す 

22 を押し ［その他設定］ を選択し、 

を押す 

33 を押し［音関連］を選択し、 

を押す 

44 を押し［ﾏｲｸ音量］を選択し、 

を押す 確定 

確定 

確定 

確定 55 を押し、音量を調整する 

66 を押す 

77 を押す スピーカ 

確定 

操作のしかた 
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電話機を調整する
■着信の音量を調節する（3段階）（標準電話機）

11 を押す 

22 を押し ［その他設定］ を選択し、 

を押す 

33 を押し［音関連］を選択し、 

を押す 

44 を押し［着信音量］を選択し、 

を押す 確定 

確定 

確定 

確定 を押し、音量を調整する 

66 を押す 

77 を押す スピーカ 

確定 

操作のしかた 

55

■側音量を調節する（2段階）

操作のしかた 

11 を押す 

22 を押し ［その他設定］ を選択し、 

を押す 

33 を押し［音関連］を選択し、 

を押す 

44 を押し［側音量］を選択し、 

を押す 確定 

確定 

確定 

確定 55 を押し、音量を調整する 

66 を押す 

77 を押す スピーカ 

確定 
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電話機を調整する
■ディスプレイの濃淡を調節する（8段階）（標準電話機）

操作のしかた 

11 を押す 

22 を押し ［その他設定］ を選択し、 

を押す 

33 を押し ［表示の設定］ を選択し、 

を押す 

44 を押し［ ＬＣＤ ｺﾝﾄﾗｽﾄ調整］を選 

択し、 を押す 確定 

確定 

確定 

確定 55 を押し、 ＬＣＤ ｺﾝﾄﾗｽﾄを調節する 

66 を押す 

77 を押す スピーカ 

確定 

  

■ボタン押下音を切り替える（有・無の切り替え）（標準電話機）

11 を押す 

22 を押し ［その他設定］ を選択し、 

を押す 

33 を押し［音関連］を選択し、 

を押す 確定 

確定 

確定 44 を押し ［ﾎﾞﾀﾝ押下音］ を選択し、 

を押す 

55 を押し、 ［有り］ または、 ［無し］ 

を選択し、 を押す 

66 を押す スピーカ 

確定 

確定 

操作のしかた 
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通話中の内線／外線を転送する
■通話中の外線を内線に転送する

1 1 外線通話中の相手に転送することを 
伝える 

2 2 を押す 

3 3 
● 転送先に呼びかけます。 
● たとえば、 「田中さん、5番にお電話です。 」と呼 
びかけます。 

4 4 

1 1 呼びかけられた人が 

2 2 点滅している を押す 

3 3 通話が終了したら 

外 線  

1 転送先に呼びかけて転送する（口頭転送） 

操作のしかた 

外線を保留してから転送先に呼びかけます。 

＜転送する側の操作＞ ＜転送される側の操作＞ 

1 1 通話中の相手に転送することを伝え 
る 

2 2 を押す 

3 3 転送先の内線番号を押す 

4 4 転送先に用件を伝える 

5 5 

1 1 

2 2 

3 3 通話が終了したら 

2 ダイヤルして転送する（ダイヤル転送） 

操作のしかた 

転送先の内線番号をダイヤルして転送します。 

※この機能をご利用になるには、データ設定が必要です。 
　（販売店にご相談ください。） 

＜転送する側の操作＞ ＜転送される側の操作＞ 

通話中の内線／外線を転送する
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■通話中の外線を内線に転送する

※この機能をご利用になるには、データ設定が必要です。 
　（販売店にご相談ください。） 

3 内線ワンタッチダイヤルボタンで転送する（内線ワンタッチダイヤルボタン転送） 

操作のしかた 

1�1�通話中の相手に転送することを伝え 
る 

2�2� を押す 

3�3�転送先に用件を伝える 

4�4�

オートダイヤル  

＜転送する側の操作＞ ＜転送される側の操作＞ 

「2 ダイヤルして転送する」 の＜転送される側の操作＞ 
と同じです。 
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サービスメニューを利用する
■メニュー項目について（1）

メインメニュー  サブメニュー  

１： 履歴表示   
  
  
  
２： 電話帳  
  
  
  
３： ｵｰﾄﾀﾞｲﾔﾙﾎﾞﾀﾝ設定  
  
  
  
  
  
  
４： 応答ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ管理  

  

  

  

：システム管理電話機でのみ操作可能  

※システム管理電話以外は、項目番号が詰めて表示されます。  

１： 発信履歴  
２： 個別着信履歴  
３： 共通着信履歴  
  
１： 新規登録  
２： 番号検索  
３： 一覧表示  
  
１： ﾌｧﾝｸｼｮﾝ割付    
２： ﾒｰﾙﾎﾞｯｸｽ割付  
３：ＤＳＳ 割付  
４： ﾜﾝﾀｯﾁ割付  
５： 電話帳ﾜﾝﾀｯﾁ割付  
６： 割付ｸﾘｱ  
  
１： 転送元ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ設定  
２： 転送先ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ設定   
３： ﾕｰｻﾞｶﾞｲﾀﾞﾝｽ管理  

１： 発信  
２： 共通電話帳登録   
３： 個別電話帳登録※2  
＃： 一件削除  
＊： 全件削除  
  
１： 発信  
２： 共通電話帳登録  
３： 個別電話帳登録  
４： 迷惑電話登録  
＃： 一件削除  
＊： 全件削除  
  
１： 内線名称登録    
２： 共通電話帳登録   
３： 個別電話帳登録  
４： 迷惑電話登録  
  
１： 内線検索  
２： 共通電話帳検索  
３： 個別電話帳検索  
  
１： 共通電話帳一覧  
２： 個別電話帳一覧  
３： 迷惑電話一覧  

  

は、サブメニューから短縮No、カナ等検索後の操作を示します。  

※2  V1.4以降の機能になります。 
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サービスメニューを利用する

：システム管理電話機でのみ操作可能  

※システム管理電話以外は、項目番号が詰めて表示されます。  

１： 内線着信転送  
２： 外線着信転送  
３： 専用線着信転送  
４： 発番号別転送  
５： 不在転送一括設定  
  
１： 内線着信転送    
２： 外線着信転送  
３： 専用線着信転送  
４： 話中転送一括設定  
  
１： 内線着信転送    
２： 外線着信転送  
３： 専用線着信転送  
４： 無応答転送一括設定  
５： 個別無応答ﾀｲﾏ指定   
  
１： 応答ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ登録   
２： 留守番起動時間   
  
１： 転送先指定  
２： 相手先登録  
３： 外線転送起動時間  
  
１：ＤＧＬ 着信転送  
２：ＤＧＬ 無応答 タイマ 指定  
  
１：ＭＳＡ 着信転送  
２：ＭＳＡ 無応答 タイマ 指定  
  
１： 一般着信転送  
２： 一般無応答 タイマ 指定  
  
１： 受話音量  
２： 着信音量  
３： ﾏｲｸ音量  
４： ﾎﾞﾀﾝ押下音  
５： 側音量  
６： ﾒﾛﾃﾞｨ選択  
７： 保留音種   
８： 内線別着信音種  
９： 外線別着信音種  
０： 子機ｽﾋﾟｰｶ受話音量  

５： 転送設定  
  
  
  
  
  
  
  
  
６： その他設定  

１： 不在転送設定  
２： 話中転送設定  
３： 無応答転送設定  
４： 留守番設定  
５： 外線転送設定  
６：ＤＧＬ 無応答転送設定  
７：ＭＳＡ 無応答転送設定  
8： 一般無応答転送設定   
  
１： ｼｽﾃﾑ設定  
２： 音関連  
３： ｶﾚﾝﾀﾞｰ/時計設定  
４： 表示の設定  
５：ＣＰＷＡＶＥ 接続   
６： 名称関連  
７： ﾕｰｻﾞｰ情報登録  
８： 遠隔 ＰＢ 保守  

  

  

  

■メニュー項目について（2）
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電話機に機能を登録する
■オートダイヤルボタンに機能を登録する

1 1 を押す 

2 2 を押し ［ｵｰﾄﾀﾞｲﾔﾙﾎﾞﾀﾝ設定］を 

選択し、 を押す 

3 3 を押し ［ﾌｧﾝｸｼｮﾝ割付］を選択 

し、 を押す 

4 4 機能を登録する を押す 
● 例えば、25番の 
ボタンを押した場 
合です。 

5 5 機能番号を「オートダイヤルボタン 
機能一覧表」から選んで入力する 

● 例えば、自己保留 
であれば、ファン 
クション番号 

を押します。 8 ヤ  
TUV 

0 ワ  
ヲ  
ン  

オートダイヤル  

確定  

確定  

確定  

6 6 を押す 

7 7 詳細情報を入力する 

8 8 を押す 

9 9 を押す スピーカ  

確定  

確定  

操作のしかた 

    

ﾌｧﾝｸｼｮﾝ割付  
Ｆ － －：－－  
  
ｵｰﾄﾀﾞｲﾔﾙ ﾎﾞﾀﾝを選択  

    

ﾌｧﾝｸｼｮﾝ割付  
Ｆ２５： － －  
未登録   

↑↓ ： 候補選択  

    

ﾌｧﾝｸｼｮﾝ割付  
Ｆ２５：０ ８   
自己保留   

↑↓ ： 候補選択  

■登録を削除する

1 1 を押す 

2 2 を押し ［ｵｰﾄﾀﾞｲﾔﾙﾎﾞﾀﾝ設定］を 

選択し、 を押す 

3 3 を押し ［割付ｸﾘｱ］を選択し、 

を押す 確定  

確定  

確定  4 4 削除する を押す 

5 5 を押す 

6 6 を押す スピーカ  

確定  

オートダイヤル  

操作のしかた 
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電話機に機能を登録する
■オートダイヤルボタン機能一覧表

No. ディスプレ イ表示 参照頁 

01 リダイヤル ﾘﾀﾞｲﾔﾙ 

02 電話帳 電話帳 

03 代理応答 代理応答 

04 指定代理応答 指定代理応答 

05 夜間切替 夜間切替 

06 クラス切替 ｸﾗｽ切替 

07 手動転送 手動転送 

08 自己保留 自己保留 

09 着信ウェイト 着信ｳｪｲﾄ 

10 留守番 留守番 

12 不在 不在 

13 通話表示 通話表示 

14 秘話解除/会議 秘話解除/会議 

16 通話モニタ 通話ﾓﾆﾀ 

17 ＰＢ信号 ＰＢ 信号 

18 キーパッド ｷｰﾊﾟｯﾄﾞ 

19 フッキング ﾌｯｷﾝｸﾞ 

20 外線発信 外線発信 

21 キャリア選択 ｷｬﾘｱ選択 

22 ＡＣＲ停止 ＡＣＲ 停止 

23 発番号通知/非通知 発番号通知/非通知 

25 個別アラーム 個別ｱﾗｰﾑ 

26 着信表示 着信表示 

No. ディスプレ イ表示 参照頁 

29 通話録音 通話録音 

30 メールアクセス ﾒｰﾙｱｸｾｽ 

31 録音終了 録音終了 

34 停電 停電 

35 拡張表示 拡張表示 

36 着信拒否 着信拒否 

37 回線制限 回線制限 

38 外線転送 外線転送 

49 マイク ﾏｲｸ 
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電話機に機能を登録する
■オートダイヤルボタンに電話帳メモリ番号を登録する

1 1 を押す 

2 2 を押し ［ｵｰﾄﾀﾞｲﾔﾙﾎﾞﾀﾝ設定］を 

選択し、 を押す 

3 3 を押し ［電話帳ﾜﾝﾀｯﾁ割付］を 

選択し、 を押す 

4 4 電話帳メモリ番号を登録する 
を押す 

5 5 を押す 確定  

オートダイヤル  

確定  

確定  

確定  

6 6 を押し ［共通電話帳］ または ［個 

別電話帳］ を選択し、 を押す 
※表示例は、共通 
電話帳を示しま 
す。 

7 7 登録する電話帳メモリ番号を4桁で 
入力する 

8 8 を押す 

9 9 を押す スピーカ  

確定  

確定  

操作のしかた 

    

電話帳ﾜﾝﾀｯﾁ割付  
Ｆ － －＞  
  
ｵｰﾄﾀﾞｲﾔﾙ ﾎﾞﾀﾝを選択  

    

共通 － ﾒﾓﾘ番号指定  
－ －－－  
  
↑↓ ： 候補検索  

■登録を削除する

1 1 を押す 

2 2 を押し ［ｵｰﾄﾀﾞｲﾔﾙﾎﾞﾀﾝ設定］を 

選択し、 を押す 

3 3 を押し ［割付ｸﾘｱ］を選択し、 

を押す 確定  

確定  

確定  4 4 削除する を押す 

5 5 を押す 

6 6 を押す スピーカ  

確定  

オートダイヤル  

操作のしかた 
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電話機に機能を登録する
■オートダイヤルボタンに外線番号／内線番号を登録する

1 1 を押す 

2 2 を押し ［ｵｰﾄﾀﾞｲﾔﾙﾎﾞﾀﾝ設定］を 

選択し、 を押す 

3 3 を押し ［ﾜﾝﾀｯﾁ割付］を選択し、 

を押す 

4 4 登録する を押す 
● 例えば、上段の1 
番左側のボタンを 
押した場合です。 

5 5 を押す 確定  

オートダイヤル  

確定  

確定  

確定  6 6 登録する電話番号を入力する 

7 7 を押す 

8 8 を押し 発信種別を選択し、 

を押す 

9 9 方路番号（00～63）を押す 

1 1 0 0 を押す 

1 1 1 1 を押す スピーカ  

確定  

確定  

確定  

操作のしかた 

    

ﾜﾝﾀｯﾁ割付  
Ｆ － －＞  
  
ｵｰﾄﾀﾞｲﾔﾙ ﾎﾞﾀﾝを選択  

    

ﾜﾝﾀｯﾁ割付  
Ｆ２５＞  
未登録   

ｵｰﾄﾀﾞｲﾔﾙ ﾎﾞﾀﾝを選択  

    

電話番号指定  
  
  
短縮 ； 特殊ｺｰﾄﾞ入力  

方路指定  
Ｎｏ＞ － －  
  
↑↓ ： 候補検索      

■登録を削除する

1 1 を押す 

2 2 を押し ［ｵｰﾄﾀﾞｲﾔﾙﾎﾞﾀﾝ設定］を 

選択し、 を押す 

3 3 を押し ［割付ｸﾘｱ］を選択し、 

を押す 確定  

確定  

確定  4 4 削除する を押す 

5 5 を押す 

6 6 を押す スピーカ  

確定  

オートダイヤル  

操作のしかた 
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電話機に機能を登録する
■オートダイヤルボタンにDSSボタンを登録する

1 1 を押す 

2 2 を押し ［ｵｰﾄﾀﾞｲﾔﾙﾎﾞﾀﾝ設定］を 

選択し、 を押す 

3 3 を押し ［ ＤＳＳ 割付］を選択し、 

を押す 確定  

確定  

確定  

4 4 内線番号を登録する を押す 
● 例えば、25番の 
ボタンを押した場 
合です。 

5 5 を押す 

6 6 登録する内線番号を入力する 

7 7 を押す 

8 8 を押す スピーカ  

確定  

確定  

オートダイヤル  

操作のしかた 

    

ＤＳＳ 割付  
Ｆ － －＞  
  
ｵｰﾄﾀﾞｲﾔﾙ ﾎﾞﾀﾝを選択  

    

ＤＳＳ 割付  
Ｆ２５＞  
未登録   

ｵｰﾄﾀﾞｲﾔﾙﾎﾞﾀﾝを選択  

    

内線対象指定  
－ －－－  
  
↑↓ ： 候補検索  

    

内線対象指定  
１００ ０   
  
↑↓ ： 候補検索  

■登録を削除する

1 1 を押す 

2 2 を押し ［ｵｰﾄﾀﾞｲﾔﾙﾎﾞﾀﾝ設定］を 

選択し、 を押す 

3 3 を押し ［割付ｸﾘｱ］を選択し、 

を押す 確定  

確定  

確定  4 4 削除する を押す 

5 5 を押す 

6 6 を押す スピーカ  

確定  

オートダイヤル  

操作のしかた 
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電話機に機能を登録する
■特番を設定する（工事設定）

特番の種類 初期設定 

内線番号 1000～2999 

専用線閉番号 ― 

拡張内線番号 ― 

回線捕捉 ０（方路００） 

外線発信 ― 

キャリア選択 ― 

指定外線捕捉 ８３ 

指定MSA捕捉 ― 

リダイヤル ８０ 

共通電話帳 ６ 

個別電話帳 ― 

ACR停止 ９６ 

パーク保留／応答 ― 

自テナント代理応答 ８１ 

自テナントGrp代理応答 ― 

テナント指定代理応答 ― 

最終保留応答 ＊２ 

特番の種類 初期設定 

通話中着信 ― 

フッキング送出 ― 

会議 ― 

内線割り込み通話 ― 

グループ音声呼出 ＊０ 

グループ信号呼出 ＊１ 

グループ呼出応答 ＃０ 

放送アクセス ＊９ 

放送応答 ＃９ 

DGLグループ呼出 ― 

メールアクセス ７１ 

ドアホンアクセス ― 

MSAグループ呼出 ― 

PB保守 ９２ 

共通着信履歴 ― 

個別着信履歴 ― 
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電話機に機能を登録する
■電話帳を登録する（1）

（登録のしかた） 
登録のしかたは、次のように大きく分けて3つになります。必要に応じて入力してください。 

1：基本登録（必須項目） 電話帳メモリ番号と相手先の電話番号を入力します。 

2：相手先名称登録 相手名称（漢字）と相手名称（カナ）を入力します。 

3：付加情報登録 発番号表示、発番号別着信または、発番号別着信音させるために必要な項目 

 の入力をします。 

1：基本登録（必須項目） 

操作のしかた 

1 1 を押す 

2 2 を押し［電話帳］を選択し、 

を押す 

3 3 を押し ［新規登録］を選択し、 

を押す 

4 4 を押し ［共通電話帳登録］また 

は［個別電話帳登録］から選択し、 

を押す 確定  

確定  

確定  

確定  

5 5 設定する対象の内線番号を入力し、 
を押す 

6 6 空いているメモリ番号の若番を表示 
する 

確定  

    

共通 － ﾒﾓﾘ番号  
０ ０００  
  
↑↓ ： 候補検索  

7 7 を押し、メモリ番号を選択す る 

8 8 電話帳メモリ番号を選択したら、 
を押す 確定  

    

共通 － 電話帳新規  
１： ﾒﾓﾘ   

３： ＞  

9 9 を押し ［ ］ を選択し、 
を押す 

確定  

    

共通 － 電話番号  
  
  
短縮 ： 特殊ｺｰﾄﾞ入力  

1 1 0 0 登録する電話番号を入力する 

1 1 1 1 を押す 

1 1 2 2 を押し ［登録］を選択し、 
を押す 

1 1 3 3 を押す スピーカ  

確定  

確定  

    

共通 － 電話帳新規  
  

３： ＞  
４： ＞  

    

共通 － 電話番号  
  

短縮 ： 特殊ｺｰﾄﾞ入力  

共通電話帳登録は、管理電話機から行います。
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電話機に機能を登録する
■電話帳を登録する（2）

1 1 を押し［名前］を選択し、 
を押す 

2 2 文字を入力する 

3 3 を押す 

4 4 を押し［カナ］を選択し、 
を押す 

確定  

確定  

確定  5 5 文字を修正する 

6 6 修正が終了したら、 を押す 

7 7 を押し ［登録］を選択し、 
を押す 

8 8 を押す スピーカ  

確定  

確定  

2：相手先名称登録 

操作のしかた 

相手先名称を登録する場合は、 （１：基本登録）の操作11の次に入力します。 

    

共通 － 漢 ＞   
  
  
短縮 ： 入力ﾓｰﾄﾞ切替  

    

共通 － ＜ ｶﾅ ＞   
  
  
短縮 ： 入力ﾓｰﾄﾞ切替  
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電話機に機能を登録する
■電話帳を登録する（3）

5 5 を押し［トーン（1～10） ］の 

いずれかを選択し、 を押す 

6 6 試聴する場合は、 を押し ［試聴］ 

を選択し、 を押す 

7 7 を押し［設定］を選択し、 
を押す 

8 8 を押しメロディを選択し、 
を押す 

9 9 試聴する場合は、 を押し ［試聴］ 

を選択し、 を押す 

1 1 0 0 を押し［設定］を選択し、 
を押す 

1 1 1 1 を押し［外部音源（1～3） ］の 

いずれかを選択し、 を押す 

1 1 2 2 試聴する場合は、 を押し ［試聴］ 

を選択し、 を押す 確定  

確定  

確定  

確定  

確定  

確定  

確定  

確定  

1 1 3 3 を押し［設定］を選択し、 
を押す 

●昼／夜1／夜2着信形式 

1 1 4 4 を押し、昼夜の着信形式を選択 

し、 を押す 
● 「昼着信形式」 「夜1着信形式」 「夜2着信形式」か 
ら選択します。 

1 1 5 5 を押し、着信形式を選択し、 

を押す 
● 「無し」 「内線」 「DGLグループ」 「MSAグループ」 
「専用線閉番号」 「付加番号DID」 「メールボック 
ス着信代行」 「遠隔PB保守」 「一般着信」から選 
択します。 

1 1 6 6 着信先番号を入力する 
1 1 7 7 を押す 

1 1 8 8 を押し ［登録］を選択し、 
を押す 

1 1 9 9 を押す スピーカ  

確定  

確定  

確定  

確定  

確定  

3：付加情報登録 

付加情報は、グループ、着信音、昼着信形式、夜1着信形式、夜2着信形式を登録します。 （1：基本登録）の操 
作9の次、または（2：相手先名称登録）の操作6の次に必要な項目の入力をします。 

操作のしかた 

●グループ 

1 1 を押し［グループ］を選択し、 

を押す 

2 2 を押し［グループ（0～9） ］の 

いずれかを選択し、 を押す 確定  

確定  

●着信音 

3 3 を押し［着信音］を選択し、 

を押す 

4 4 着信音を選択し、 を押す 確定  

確定  
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電話機に機能を登録する
■電話帳の内容を変更する

1 1 を押す 

2 2 を押し［電話帳］を選択し、 

を押す 

3 3 を押し［番号検索］を選択し、 

を押す 

4 4 を押し［共通電話帳検索］また 

は［個別電話帳検索］から選択し、 

を押す 

5 5 を押し［ﾒﾓﾘ番号検索］または 

［カナ検索］を選択し、 を押す 

6 6 検索する対象の内線番号を入力し、 
を押す 

7 7 ﾒﾓﾘ番号検索の場合はメモリ番号を 
1～4桁入力して検索、カナ検索の 
場合はカナの先頭から1～5文字押 
して検索し､ を押す 確定  

確定  

確定  

確定  

確定  

確定  

確定  8 8 を押し， を押し ［内容変更］

を選択し、 を押す 

9 9 で変更する内容を選択し、 

を押す 

1 1 0 0 文字または番号を変更する 

1 1 1 1 変更が終わったら、 を押す 

1 1 2 2 を押し ［登録］を選択し、 
を押す 

1 1 3 3 を押し ［上書きする］ を選択し、

を押す 

1 1 4 4 を押す スピーカ  

確定  

確定  

確定  

確定  

確定  

確定  

操作のしかた 
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電話機に機能を登録する
■電話帳の内容を削除する

操作のしかた 

1 1 を押す 

2 2 を押し［電話帳］を選択し、 

を押す 

3 3 を押し［番号検索］を選択し、 

を押す 

4 4 を押し［共通電話帳検索］また 

は［個別電話帳検索］から選択し、 

を押す 

5 5 を押し［ﾒﾓﾘ番号検索］または 

［カナ検索］を選択し、 を押す 

6 6 検索する対象の内線番号を入力し、 
を押す 確定  

確定  

確定  

確定  

確定  

確定  7 7 ﾒﾓﾘ番号検索の場合はメモリ番号を 
1～4桁押して検索、カナ検索の場 
合はカナの先頭から1～5文字押し 
て検索し､ を押す 

8 8 を押し［登録削除］を選択 

し、 を押す 

9 9 を押し［一件削除］または［全 

件削除］を選択し、 を押す 

1 1 0 0 を押す スピーカ  

確定  

確定  

確定  

確定  

■発信履歴／着信履歴を電話帳に登録する（管理用電話機にて登録）

操作のしかた 

1 1 発信履歴の場合は を、着信履歴 

の場合は を押す 

2 2 で登録する電話番号を検索し、 

を押す 

3 3 を押し［共通電話帳登録］また 

は［個別電話帳登録］を選択し、 

を押す 確定  

確定  4 4 ここからの操作は、 「■ 電話帳を 
登録する」 の操作4以降の操作とな 
ります。 

    

  
土 

０１２３４５６７８９  
鈴木一郎  

留守番機能／留守番モード
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■留守番の応答内容を登録する（1）

1 1 を押す 

2 2 を押 し ［転送設定］を選択し 、 

を押す 

3 3 を押 し ［留守番設定］を選択し、 

を押す 

4 4 テナント番号（00～31）を入 力 
し 、  を押す 

5 5 を押 し ［応答ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ登録］ を 

選択し 、  を押す 

6 6 を押し、ガイダンスの種類を 選 

択し 、  を押す 
● 「平日ガイダンス 」 「休日ガイダンス 」 「祝祭日 ガ 
イダンス 」 「休日個別登録 」 「祝祭日個別登録 」 
から選択します。 

● 「休日ガイダンス」または「祝祭日ガイダンス 」 
を選択した場合は、操作7へ進みます。 

● 「平日ガイダンス 」 「休日個別登録」または「 祝 
祭日個別登録」を選択した場合は、操作8へ進 み 
ます。 

● 設定を終了させる場合は、操作12へ進みます。 

確定  

確定  

確定  

確定  

確定  

確定  

7 7 を押し 、 「平日に従う 」 「個別 登 

録に従う」から選択し 、  を押す 
● 操作6に戻ります。 

8 8 を押し、時間帯を選択し 、 
を押す 
● 「時間帯（1～3） 」 「消去」から選択します。 
● 「時間帯（1～3） 」を選択した場合は、操作10へ 
進みます。 

● 「消去」を選択した場合は、操作9へ進みます。 

9 9 を押し、時間帯を選択し 、 
を押す 
● 「時間帯（1～3） 」から選択し、操作12へ進みま 
す。 

1 1 0 0 を押し、[時間帯指定]を選択し、 

を押す 

1 1 1 1 時間帯を入力し 、  を押す 

1 1 2 2 を押す スピーカ   

確定  

確定  

確定  

確定  

確定  

留守番応答したときに、時間帯別にガイダンスを送出することができます。 
「平日」 、 「休日」 、 「祝祭日」ごと、時間帯別にそれぞれ最大４種類のガイダンスを設定することができます。 
また、ガイダンス送出後に、録音する／しないの設定もすることができます。 
※設定はシステム電話機から行います。 

＜ガイダンスの時間帯を指定する＞ 

留守番モードになる時間帯を設定します。 

操作のしかた 

  
－－ 時 －－ 分から   
－－ 時 －－ 分まで   

＜００：００～２４：００＞      
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留守番機能／留守番モード
■留守番の応答内容を登録する（2）

1 1 を押す 

2 2 を押 し ［転送設定］を選択し 、 

を押す 

3 3 を押し［留守番設定］を選択し、 

を押す 

4 4 テナント 番 号 （00 ～ 31） を 入 力 
し 、  を押す 

5 5 を押し［応答ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ登録］ を 

選択し 、  を押す 

6 6 を押し、ガイダンスの種類を 選 

択し 、  を押す 
● 「平日ガイダンス 」 「休日ガイダンス 」 「祝祭日 ガ 
イダンス 」 「休日個別登録 」 「祝祭日個別登録 」 
から選択します。 

● 「休日ガイダンス」または「祝祭日ガイダンス 」 
を選択した場合は、操作7へ進みます。 

● 「平日ガイダンス 」 「休日個別登録」または「 祝 
祭日個別登録」を選択した場合は、操作8へ進 み 
ます。 

● 設定を終了させる場合は、操作12へ進みます。 

確定  

確定  

確定  

確定  

確定  

確定  

7 7 を押し 、 「平日に従う 」 「個別 登 

録に従う」から選択し 、  を押す 
● 操作6に戻ります。 

8 8 を押し、時間帯を選択し 、 
を押す 
● 「 時間 帯 （1～3 ） 」 「指定時間外」から選択します 。 

9 9 を押し［ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ選択］を選 択 

し 、  を押す 

1 1 0 0 を押し 、 ［固定ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ］また は 

［ﾕｰｻﾞｶﾞｲﾀﾞﾝｽ ］ を選択し 、  を押 す 
● 「固定ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ」を選択した場合は、操作12へ 進 
みます。 

● 「ﾕｰｻﾞｶﾞｲﾀﾞﾝｽ」を選択した場合は、操作11へ 進 
みます。なお、あらかじめ「ユーザガイダン ス 
録音」されていないと選択することはできま せ 
ん。 （録音方法は「ユーザガイダンスを録音する」 
（P.135）を参照してください。 ） 

1 1 1 1 ガイダンス番号（01～64）を押し、
を押す 

1 1 2 2 を押す スピーカ   

確定  

確定  

確定  

確定  

確定  

＜ガイダンス種別を指定する＞ 

留守を起動する時間帯のガイダンス種別を設定します。 

操作のしかた 

－84－

留守番機能／留守番モード
■留守番の応答内容を登録する（3）

5 5 を押し［応答ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ登録］を 

選択し、 を押す 

6 6 を押し、ガイダンスの種類を選 

択し、 を押す 
● 「平日ガイダンス」 「休日ガイダンス」 「祝祭日ガ 
イダンス」 「休日個別登録」 「祝祭日個別登録」か 
ら選択します。 

● 「休日ガイダンス」または 「祝祭日ガイダンス」 
を選択した場合は、操作7へ進みます。 

● 「平日ガイダンス」 「休日個別登録」または「祝祭 
日個別登録」 を選択した場合は、 操作8へ進みます。 

7 7 を押し、 「平日に従う」 「個別登 

録に従う」から選択し、 を押す 
● 操作6に戻ります。 

8 8 を押し、時間帯を選択し、 
を押す 
● 「時間帯 （1～3） 」 「指定時間外」 から選択します。 

確定  

確定  

確定  

確定  

9 9 を押し［留守動作選択］を選択 

し、 を押す 
● 留守番グループA（初期値）のみの場合は、操作 
11へ進みます。 

1 1 0 0 を押し留守番グループを選択し、 

を押す 
● 「グループA～D」から選択します。 

1 1 1 1 を押し［録音有り］ ［録音無し］ 

［転送無し<着信>］から選択し、 

を押す 

1 1 2 2 を押す スピーカ  

確定  

確定  

確定  

＜留守番モードにする＞ 

受話器をおいたまま操作します。 

操作のしかた 

1 1 を押す 
● 設定された場合は「ピー」と鳴ります。 
● 留守番ランプは赤点灯します。 

留守番  1 1 を押す 
● 解除された場合は「ピー」と鳴ります。 
● 留守番ランプは消灯します。 

留守番  

＜留守番モードを解除する＞ 

受話器をおいたまま操作します。 

操作のしかた 

＜留守番動作を指定する＞ 

留守番動作（メッセージ録音有り／メッセージ録音無し／転送無し<着信>）を設定します。 

操作のしかた 

1 1 を押す 

2 2 を押 し ［転送設定］を選択し 、 

を押す 確定  

確定  

3 3 を押し［留守番設定］を選択し、

を押す 

4 4 テナント番号（00～31）を入力し、
を押す 確定  

確定  



－85－

留守番機能／外線転送モード
■外線転送を登録する（1）

1 1 を押す 

2 2 を押 し ［転送設定］を選択し 、 

を押す 

3 3 を押 し ［外線転送設定］を選 択 

し 、  を押す 

4 4 テナント番号（00～31）を入 力 
し 、  を押す 

5 5 を押し［相手先登録］を選択し、 

を押す 

6 6 を押し［相手先（1～4 ） ］ま た 
は［消去］のいずれかを選択し 、 
を押す 

● 「相手先（1～4 ） 」を選択した場合は、操作8 へ 
進みます。 

● 「消去」を選択した場合は、操作7へ進みます。 

確定  

確定  

確定  

確定  

確定  

確定  

7 7 消去対象を［相手先（ 1 ～ 4 ） ］の い 
ずれかを選択し 、  を押す 
● 操作11へ進みます。 

8 8 転送先の電話番号を入力し 、  を 
押す 

9 9 発信種別を選択し 、  を押す 
● 「外線 」 「特番展開 」 「ＰＢＸ 」 「方路指定」から 選 
択します。 

● 「外線 」 「特番展開 」 「ＰＢＸ」を選択した場合は 、 
操作11へ進みます。 

● 「方路指定 」 を選択した場合は 、 操作10へ進み ま 
す 。 

1 1 0 0 方路指 定 （00～63 ） を押し 、  を 
押す 

1 1 1 1 を押す スピーカ   

確定  

確定  

確定  

確定  

相手先電話番号を4件登録することができます。 
相手先電話番号を転送先（最大で4箇所）に登録します。 
転送先を指定し た  をＯＮすることで、外線転送モードが起動します。 
※登録はシステム管理電話機から行います。 

外線転送  

＜相手先電話番号を登録する＞ 

相手先の電話番号を登録します。 

操作のしかた 

－86－

留守番機能／外線転送モード
■外線転送を登録する（2）

1 1 を押す 

2 2 を押 し ［転送設定］を選択し 、 

を押す 

3 3 を押し［外線転送設定］を選 択 

し 、  を押す 

4 4 テナント番号（00～31）を入 力 
し 、  を押す 

5 5 を押し［転送先指定］を選択し、 

を押す 確定  

確定  

確定  

確定  

確定  

6 6 を押し［転送先（1～4 ） ］の い 

ずれかを選択し 、  を押す 
● 外線転送グループA（初期値）のみの場合は、 操 
作8へ進みます。 

7 7 を押し、外線転送グループを 選 

択し 、  を押す 
● 「グループA～D」から選択します。 

8 8 を押し［相手先（1～4 ） ］の い 

ずれかを選択し 、  を押す 

9 9 を押す スピーカ   

確定  

確定  

確定  

＜転送先を選択する＞ 

相手先電話番号と転送先を結びつけます。 

操作のしかた 

＜外線転送モードにする＞ 

受話器をおいたまま操作します。 

操作のしかた 

1 1 を押す 
● 設定された場合は「ピー」と鳴ります。 
● 外線転送ランプは赤点灯します。 

外線転送  

1 1 を押す 
● 解除された場合は「ピー」と鳴ります。 
● 外線転送ランプは消灯します。 

外線転送  

＜外線転送モードを解除する＞ 

受話器をおいたまま操作します。 

操作のしかた 


